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平成 22年３月 30日、第４回事業推進委員会（委員長：林 良博 東京大学大学院教授）が
東京都千代田区有楽町蚕糸会館で開催されました。
審議の結果、平成 22 年度第一次分として、下記のとおり、西陣純国産絹振興会（代表：

西陣織工業組合）が承認されました。
これを加えてこれまでに、10グループが承認されたことになります。
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提携支援センターから

Ⅰ　提携システム確立グループとして西陣純国産絹振興会を承認

〈蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の活動〉

記

年度 提携グループ名 構成者（団体等） 対象繭生産地
（平成 22年産対象繭数量）

特徴等
（産地、蚕品種 etc） 備　考

H22
承認

西陣純国産絹振興会
（代表：西陣織工業組合）

養蚕農家（4戸）、
碓氷製糸、関根商店、
東北撚糸、加賀グンゼ、
西陣織工業組合

群馬（1,650 ㎏）
春 550 ㎏・初秋 550 ㎏・
晩秋 550 ㎏
福島（495 ㎏）
春 165 ㎏・初秋 165 ㎏・
晩秋 165 ㎏

蚕品種 
：春嶺×鐘月、錦
秋×鐘和

( 代表者連絡先 )
075-432-6131
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（参考）
 既承認提携システム確立グループ一覧

年度 提携グループ名 構成者（団体等） 対象繭生産地
（平成 20 年産対象繭数量）

特徴等
（産地、蚕品種 etc） 備　考

H19
承認

グループ 167 養蚕農家（4戸）、宮坂製
糸、織道楽塩野屋、両双、
ウェイズ

京都（250 ㎏）
春 80 ㎏・初秋 70 ㎏・
晩秋 100 ㎏

蚕品種：緑繭 1号
副産物（蚕沙、幼虫、蛹等）
の有効利用

075-461-1995

H19
承認

白繭細 1号プロジェクト
開発チーム

高原社、養蚕農家（11 戸）、
碓氷製糸、宮坂製糸、
芋田機業場、五十嵐商事、
龍工房、矢代仁、木村和
裁、三越、マルシバ

長野（2,150 ㎏）
春 850 ㎏・晩秋 1,300 ㎏

蚕品種：白繭細 1号 03-3662-2431

H19
承認

“絹を未来に”
プラチナボーイ研究会

養蚕農家（8戸）、碓氷製
糸、芋田機業場、五十嵐
商事、銀座もとじ、
マルシバ

千葉（2,700 ㎏）
春 1,200 ㎏・晩秋 1,500 ㎏

雄蚕品種：
プラチナボーイ
男物の着物及び
その関連製品

03-3662-2431

H19
承認

日本蚕糸絹業開発協同組合
国産シルク研究会

養蚕農家（120 戸）、碓氷
製糸、丸進機業、カブト、
山直織物、坪金工業、
南久ちりめん、ワタマサ、
江島屋染工場、絹小沢

群馬（24,680 ㎏）
春 13,880 ㎏・
晩秋 10,800 ㎏

蚕品種：
群馬オリジナル品種
（ぐんま 200、新小石丸、
世紀二一、上州絹星、
ぐんま黄金）

027-361-2311

H20
承認

蚕太開発グループ 養蚕農家（8戸）、碓氷製
糸、マユズミ、門倉メリ
ヤス、蜂須メリヤス、
贄田シルク、JA北群馬渋
川・JA前橋

群馬（900 ㎏）
春 900 ㎏

蚕品種：蚕太
ニット製品等

027-231-6586

H20
承認

富岡シルクブランド協議会 養蚕農家（21 戸）、碓氷
製糸、宮坂製糸、富岡市
長、富岡製糸場、JA甘楽
富岡、個人作家（7人）、
甘楽富岡蚕桑研究会、
富岡シルクタンパク研究
会、繭家

群馬（4,950 ㎏）
春 2,425 ㎏・晩秋 2,525 ㎏

蚕品種：
ぐんま 200、錦秋鐘和
21 年産以降全量を協議会
で使用

0274-64-0005

年度 提携グループ名 構成者（団体等） 対象繭生産地
（平成 21 年産対象繭数量）

特徴等
（産地、蚕品種 etc） 備　考

H21
承認

日本の繭ときもの文化を
考える会
（代表：田中種株式会社）

養蚕農家（2戸）、碓氷製
糸、南久ちりめん、高田
勝、田中種

群馬（360 ㎏）
春 180 ㎏・晩秋 180 ㎏

蚕品種：春嶺×鐘月、錦
秋×鐘和

06-6261-2091

H21
承認

群馬絹文化研究会
（代表：有限会社ミラノリブ）

養蚕農家（4戸）、碓氷製
糸、東北撚糸、今井染色、
ミラノリブ

群馬（1,000 ㎏）
春 1,000 ㎏

蚕品種： ぐんま 200 027-720-8801

H21
承認

日本蚕糸絹業開発協同組合
国産シルク研究会
普通蚕種部会

養蚕農家（52 戸）、碓氷
製糸、カブト、坪金工業、
渡辺絹織物、番國、長島
織物、江島屋染工場、
絹小沢

群馬（13,300 ㎏）
春 5,300 ㎏・初秋 3,300 ㎏・
晩秋 4,700 ㎏

蚕品種：春嶺×鐘月、錦
秋×鐘和

027-361-2311

※構成者の下線は、各提携グループの代表者（企業等）であり、備考に連絡先の電話番号が記されています。
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Ⅱ　平成 21年度蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の取組経過の概要

１　蚕糸・絹業提携システム形成支援事業

（1）  提携システム構築コーディネイト事業（大日本蚕糸会直接執行）

　　ア  業務運営基本方針等
　　　（ア） 蚕糸・絹業提携システム全国推進協議会の開催
　　　　・平成 22年 2月 25日開催
　　　　・21年度事業実施状況報告及び 22年度事業実施方針等
　　　（イ）事業推進委員会の開催
　　　　・平成 22年 3月 30日
　　　　・蚕糸絹業提携支援緊急対策事業の進捗状況及び新たな提携申請グループの審査
  
　　イ  川上・川下における情報収集・提供
　　　・ 養蚕農家、製糸業者、製織、流通、小売り等関係者への情報収集・提供の実施
　　　　（パンフレット等の配布、説明等）　
　　　 ・ シルク情報誌（シルクレポート）の発行（5月から隔月発行）
　　　・ 前年度（株）東レ経営研究所に委託した調査報告書（「純国産絹製品の消費動向
　　　　 及び市場評価に関する調査分析報告書 ｣）の配布
　　　・ ホームページの充実等（コーディネーターハンドブック、本事業のＱ＆ Aの作成
　　　 　・更新とHPへの掲載等）
　　　・ 全国蚕糸行政連及び全農が主催する蚕糸絹情報連絡会議等での情報交換会の開
　　　　 催 （平成 21年 11月 6日）

　　ウ  提携システム構築相談
　　　・ ＪＡ、製糸、絹業及びコーディネーター等への説明会及び個別相談への対応
　　　・ 県、製糸、農協等と連携した、養蚕農家の意向把握と提携システム参加の具現化 
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　　エ   蚕糸・絹業情報交換会の開催
　　　・ 緊急対策事業実施提携グループとの意見交換の実施（随時）
　　　・ 純国産絹マークの使用許諾者との意見交換会（10月以降実施）
　　　・ シルク工房等の実態調査及びシルク工房等関係者との緊急対策事業への取組に
　　　　ついて情報連絡会の開催（平成 22年 1月 21日）
　　　・シルクのまちづくり市区町村協議会への参画

　　オ  コーディネーターの登録･派遣
　　　・ コーディネーターの登録 131 名（19年度 23名 ､20 年度 78名、21年度 30名）
　　　・ コーディネーター活動への支援（提携グループ構築へ活動計画提出 コーディネ
　　　　ーター 49名）

（2）  提携システム構築バックアップ事業（大日本蚕糸会直接執行 ､一部委託）

　　ア  特殊繭の生産に関する研修及び指導
　　　・ 中央研修会（養蚕成績検討会（1月開催））
　　　・ 地方研修会 （栃木、福島、群馬開催）
  
　　イ 養蚕・製糸資材の安定供給
　　　・ 養蚕資材不足状況等の現状分析（前年度全農の委託事業の報告を下に、養蚕資
　　　　材メーカーから情報収集中）並びに養蚕資材等の生産及び供給システムの構築
　　　　 等（ワーキンググループ設置・第 1回検討会開催）（10月 20日）

　　ウ  純国産絹製品の試作、展示会及びＰＲ活動の実施
　　　（ア）純国産絹製品の展示・ＰＲ活動（全国３地区）
　　　　a  全国３地区に純国産絹製品展示・ＰＲコーナー設置
　　　　　 ① 群馬県立日本絹の里（群馬県高崎市）に展示・ＰＲコーナー設置（前年度
　　　　　　  に引続き実施）
　　　　　 ② ジャパンシルクセンター（東京都千代田区）に展示・ＰＲコーナー設置
　　　　　　  （21 年５月）
　　　　　 ③ 西陣織工業組合（西陣織会館（京都市））に展示・ＰＲコーナー設置
　　　　　　  （委託事業 21 年 7月）

　　　　b  純国産絹製品展示・ＰＲコーナー担当者との情報連絡会議の開催（10月 ､ 2 月）
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　　　（イ）（社）日本絹業協会に対する委託事業を通じて展示会、試作、PR活動等を実施
　　　　 純国産絹製品試作、百貨店等の展示会開催、純国産絹製品ＰＲ活動等を実施
　　　　・純国産絹製品展示会（全国主要都市）（5月京都市開催、７月東京日本橋高
　　　　　島屋開催、3月名古屋市で開催）
　　　　・日本染織文化博覧会への参加（純国産絹展、東京：日本橋高島屋、三越、10
　　　　　月 21～ 28日）
　　　　・（社）日本デザイナークラブへの洋装品試作制作依頼と発表開催（全国５カ
　　　　　所でファッションショウの開催 21年 10月以降開催）
　　　　・純国産絹展の開催（全国地方都市）（群馬県 富岡製糸所ブリューナ館、10
　　　　　月 31～ 11月 3日）
　　　　・実りのフェスティバルに参加（東京ビッグサイト ､11 月６～７日）
　　　　・純国産シルク企画製品展開催（東京ジャパンシルクセンター、2月 2～ 4日）
  
 　エ  純国産絹マークの制作、承認、配付、普及及び管理の実施
　　　（ア） （社）日本絹業協会に委託事業として実施
　　　　 ・ 純国産絹マークの制定 20年３月
　　　　・ 純国産絹マーク審査委員会の開催（概ね隔月開催）、純国産絹マークの配
　　　　　付及びＰＲ、純国産絹マークの使用実態調査の実施等

　　　（イ） 純国産絹マークの許諾状況
　　　　・22年２月１０日現在（純国産絹ﾏｰｸ許諾者 113 業者 262 表示対象製品）

（3）　純国産絹製品づくり条件整備事業

　　ア  稚蚕の安定供給 
　　　 事業対象 7県１８稚蚕共同飼育所において事業実施（対象箱数：6,508.2 箱）

　　　① 岩手県南農業協同組合
　　　　・ １飼育所（岩手南農協花泉稚蚕共同飼育所 計 228.3 箱）
　　　② 宮城県養蚕産地育成協議会
　　　　・ ３飼育所（筆甫 ､耕野、入谷）　計 158.0 箱
　　　③ 福島県優良繭生産推進協議会
　　　　 ・ １飼育所（持藤田（田村市）計 1,104.0 箱）
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　　　④ 栃木県養蚕産地育成協議会
　　　　・ ２飼育所（JA小山稚蚕共同 531.3）、JA 那須南稚蚕人工 381.2）（計 912.5 箱）
　　　⑤ 群馬県養蚕産地育成協議会
　　　　 ・９飼育所（前橋市農協 2､ はぐくみ農協 1､ 碓氷安中農協 1, 甘楽冨岡農協 1，
　　　　　小 川稚蚕 1､ 上沼稚蚕 1､ 倉沢 1､ 影沢稚蚕 1） （合計 4,032.4 箱）
　　　⑥ 千葉県養蚕産地育成協議会
　　　　・ １飼育所（42.0 箱）  （東金市稚蚕共同飼育所）
　　　⑦ 熊本県蚕糸振興協力会
　　　　 ・ １飼育所（31.0 箱）（下益城郡東部稚蚕人工飼育センター（下益城郡豊野町））

　　イ  機械・機材整備事業
　　　　以下の２製糸事業者で事業の実施

　　　① 株式会社宮坂製糸
　　　　 ・ 特殊生糸等繰糸機（諏訪式座繰り機、上州式座繰り機）の設置
　　　② 松沢製糸所
　　　　・ 煮繭機（煮繭機、撰繭機）の設置

2　蚕糸・絹業提携システム確立対策事業

　（1）提携システム確立のための支援

　　ア１９年度承認分（平成 20年３月３日 第１回事業推進委員会）

　　　① グループ１６７（ 織道楽 塩野屋）
　　　　・ 繭生産量（259.7kg）、（蚕品種：緑繭 1号（都浅黄）、黄白（雌が黄 ､雄が白）
　　　　・ 繭生産地：京都府、　製糸：宮坂製糸
　　　　・ 製品：マフラー、シャツ、靴下、腹巻き、手袋、ウオーマー、副産物（蛹等）
　　　② 白繭細１号プロジェクト開発チーム（株式会社マルシバ）
　　　　 ・ 繭生産量（1,229.3kg）、（細繊度蚕品種：白繭細１号）
　　　　・ 繭生産地：長野県、　製糸：碓氷製糸、  製織：五泉、丹後
　　　　・ 製品：着物、組紐、お召し
　　　③ " 絹を未来に " プラチナボーイ研究会（マルシバ）
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　　　　・ 繭生産量（1,280.8kg）（蚕品種：プラチナボーイ）
　　　　・ 繭生産地：茨城県 、千葉県    製糸：碓氷
　　　　・ 製品：プラチナボーイを使った男物着物（結城紬、大島紬等）及び関連製品
　　　④ 日本蚕糸絹業開発協同組合国産ｼﾙｸ研究会（絹小沢）
　　　　・ 繭生産量（21,800.6kg）（群馬県育成蚕品種：ぐんま 200､ 新小石丸、上州絹
　　　　　星 ､世紀 21､ ぐんま黄金）
　　　　・ 繭生産地：群馬県 、  製糸：碓氷、  製織：丸進機業（株）他 5社
　　　　・ 製品：胴裏絹、白生地、黒紋付、八掛等

　　イ  20 年度承認分（平成 20年４月２２日 第２回事業推進委員会）
　　　 ① 蚕太開発グループ（門倉メリヤス）
　　　　 ・ 繭生産量 274.2kg､（太繊度蚕品種：蚕太）
　　　　 ・ 繭生産地：群馬県、  製糸：碓氷、  編：門倉メリヤス、蜂須メリヤス、
　　　　・ 製品：ニット製品（ジャケット、セーター、パンツ、ボウシ、カーディガン）
　　　② 富岡シルクブランド協議会
　　　　・ 繭生産量（6,388.0kg）、（蚕品種：一般蚕品種（ぐんま 200、錦秋鐘和））
　　　　・ 繭生産地：群馬県、  製糸：碓氷製糸、宮坂製糸
　　　　・ 製品：（まゆパフ、スカーフ、ハンカチ、つるるんタオル、美術工芸品、繭ク
　　　　　ラフト、おみやげまゆ・生糸等市内の消費を中心に多様なｱｲﾃﾑを展開）

　　ウ  21 年度承認分（平成 21年４月２日 第 3回事業推進委員会）
　　　 ① 群馬絹文化研究会（（有）ミラノリブ）
　　　　・ 繭生産量（1,082.5kg）（蚕品種：ぐんま２００）
　　　　 ・ 繭生産地：群馬県、  製糸：碓氷製糸、 撚糸：東北撚糸、  染色：今井染色
　　　　 ・ 製品：洋装ニット製品
　　　② 日本の繭ときもの文化を考える会（田中種株式会社）
　　　　 ・ 繭生産量（276.9kg）（群馬県ＪＡ碓氷安中、春嶺×鐘月、錦秋×鐘和）
         　   ・ 繭生産地：群馬県、  製糸：碓氷製糸
       　     ・ 製品：絹織物（極型小紋白生地） 
　　　③ 日本蚕糸絹業開発協同組合国産シルク研究会 普通蚕種部会
　　　　・ 繭生産量（12,846.1kg）（蚕品種：春嶺×鐘月、錦秋×鐘和）
　　　　・ 繭生産地：群馬県、  製糸：碓氷製糸、
　　　　・ 製品：絹織物（胴裏絹等）
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　（2）  養蚕経営の支援（平成 21 年度繭代補填）

  　　 繭代補填
      　     　繭生産量 ( 計画）              
　　　　　春　蚕　１３２，９８２kg   　
　　　　　初秋蚕　　８４，９０５kg     
　　　　　晩秋蚕　１２７，７８７kg    
　　　　　　　　計３４５，６７４kg

      　 実績              
　　　春　蚕　１０２，６１７kg   　
　　　初秋蚕　　８０，２６２kg     
　　　晩秋蚕　　９８，６３９kg    
　　　　　　計２８１，５１９kg
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Ⅲ　平成 22年度第１次純国産絹マーク使用許諾状況
（天蚕糸製品を初めて認定）

純国産絹マークの平成22年度第１回審査会を４月６日（火）に開催しました。今回、12件（う
ち、新規の申請２件、名称の変更が１件、生産数量・生産履歴の追加申請が１件、許諾対象
製品の追加及び生産数量の変更並びに生産数量の追加申請が１件、生産数量の追加申請が７
件）から申請があり、審査委員会で審査した結果 12 件に対し、４月 13 日（火）付けで純
国産絹マーク使用許諾する旨を通知しました。
純国産絹マーク使用許諾者は次の 12件です。

社団法人　日本絹業協会

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

りょうぜん天蚕の会
　福島県伊達市霊山町中川字橋本９
　代表者名  柳沼　泰衛
　（担当者：柳沼泰衛 ）℡ 024-586-3004
表示者登録番号 １１４

天蚕紬糸　　　
　ショール
天蚕ハイブリッド
　ショール

 　     5 枚

        25 枚

蚕品種　天蚕、天蚕・錦秋×鐘和
繭生産　福島県伊達市養蚕農家
天蚕紬糸・製糸　自家  
染　織　自家

有限会社金屋
　新潟県上越市稲田２丁目２番５号
　代表者名  矢澤　哲也
　（担当者：矢澤哲也）℡ 025-523-2789
表示者登録番号  １１５

後染反物
  （色無地）

 

20 反

繭生産　茨城県南地域養蚕農家
製　糸    碓氷製糸農協
製　織　三共織物（株）
染　色　小林染工房　　　　
制作企画　  （株）猪井

（生産数量 , 生産履歴の追加）
　装いの道株式会社
　代表者名  山中　英靖
　東京都千代田区麹町４丁目４番１号
　（担当者：山中英靖）℡ 03-3230-3010
表示者登録番号 ０７０

胴裏絹
ぐんま 200
ぐんまレピア
新小石丸

 300 枚
 250 枚

        30 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200、春嶺鐘月、　　　　　
　　　　ぐんま 200・新小石丸
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）、（株）カブト、
　　　　( 有 ) 長島織物
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

（生産数量の追加）
株式会社天野屋呉服店
　代表者名  天野　晃作
　栃木県小山市中央町３丁目１番 29 号
　（担当者：天野晃作）℡ 0285-22-0062       
表示者登録番号 ０７３

胴裏絹
ぐんま 200
（灰汁浸け加工）

     　

120 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協）
 蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

（生産数量の追加）
株式会社小川屋
　代表者名  荒木　俊
　群馬県前橋市千代田町二丁目 7番 15 号
　（担当者：荒木　俊）℡ 027-231-6000
表示者登録番号 ０７９

胴裏絹
ぐんま 200
（灰汁浸け加工）
（ﾄﾙﾏﾘﾝ加工）

    

        60 枚        
60 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場
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純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

（生産数量の追加）
株式会社登美屋
　 代表者名  高橋　祥元
　 岩手県北上市上江釣子 18-14-1
　（担当者：高橋祥元）℡ 0197-77-2121
表示者登録番号 ０８４

胴裏絹
ぐんまレピア
（パールﾄﾝ加
工）

  120 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　（株）カブト
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場
加　工　（株）パールトン

（生産数量の追加）
株式会社とみひろ
　代表者名  冨田　浩志
　山形県山形市香澄町一丁目 11 ー 18
　（担当者：冨田浩志）℡ 023-635-1212
表示者登録番号 ０７５

胴裏絹
ぐんま 200        120 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協） 
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　山直織物（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

（生産数量の追加）
京和きもの株式会社
　代表者名  高橋　忠臣
　神奈川県厚木市中町三丁目 2番 12 号
　（担当者：高橋忠臣）℡ 046-223-0034
表示者登録番号 ０７７

胴裏絹
ぐんま 200  240 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協） 
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　山直織物（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

（名称変更）
株式会社大丸松坂屋百貨店
　代表者名  山本　良一
　東京都江東区木場二丁目 18 番 11 号 
　（担当者：山本良一）℡ 03-3820-7069
表示者登録番号 ０８７

 
胴裏絹
羽二重
比翼・振袖用
長襦袢用

    

  350 枚
      210 枚
      140 枚

制作企画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　錦秋×鐘和
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　（有）長島織物
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

（許諾対象製品の追加　　21 年産繭　
  及び生産数量の変更）　　　新 
 

　　　　　　　　　　　　　旧
　　　　　　　　　　　（21 年第１回）

後染反物
 （江戸小紋）
帯

後染反物
 （江戸小紋）

      110 反
       50 本

      120 反

繭生産　ＪＡ上伊那管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所
製　織　織処丸重
染　色　（株）一会

同上
（生産数量の追加）
株式会社丸万中尾
　代表者名  中尾禧夫
　滋賀県長浜市室町１８０番地
　（担当者） 中尾禧夫 ℡ 0749-62-1660
表示者登録番号  ０２８

後染反物
 （江戸小紋）
帯
後染反物
（変一越 ､江戸小紋）
（紋意匠 ､江戸小紋）
（変一越 ､友禅）
（変一越 ､色無地）

       50 反
       25 本

       100 反
       100 反
        80 反
       150 反

同上

蚕品種　春嶺×鐘月、ぐんま 200
繭生産　ＪＡ碓氷安中管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　南久ちりめん、小林商店
染　色　（株）一会、柏田屋（株）、 啓明商事

（生産数量の追加）
株式会社千總
　代表者名  西村　總左衛門
　京都市中京区三条通烏丸西入る
　（担当者：俵　武司）℡ 075-211-2531
表示者登録番号 ００１

後染反物
 （色無地） 250 反

繭生産　宮城県北部養蚕農家
　　　　青森県八戸市養蚕農家
製　糸　松岡（株）　
製　織　( 株 ) 松浦絹織
染色加工　自社     

（生産数量の追加）
田中種株式会社            　
　代表者名 田中　隆
　大阪市中央区南本町 2-1-8　創建本町 ビル 3Ｆ
　（担当者：田中　隆）℡ 06-6261-2091
表示者登録番号 ０６０　

後染反物
 （小紋）

  

     58 反

繭生産　ＪＡ碓氷安中管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　南久ちりめん（株）
染　色　高田勝 ( 株 )

次回審査会の予定は６月９日（水）です。申請される方は審査会の 10日前までに申請書
を提出してください。
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提携支援センターから

学生たちとのシルク商品開発
～仮想企業「繭

まゆ

美
み

蚕
さん

®」と門倉メリヤスによるこれまでの取組み 1）～

〈提携グループの動き〉

共愛学園前橋国際大学
教授　兼本雅章

門倉メリヤス株式会社
代表取締役社長　門倉重行

１．はじめに
共愛学園前橋国際大学（前橋市小屋原町）

では、学生たちに仮想企業を立ち上げさせ、
実際に県内の企業の支援を得ながら、商品
開発に取り組む産学連携の授業を行ってい
る 2)。この取組みの一環として、「繭美蚕
（まゆみさん）」は、2005 年 6 月に兼本雅
章准教授の課題演習（3年）の学生 4名で
設立された。その当時から、門倉メリヤス
株式会社（前橋市日吉町）を支援企業とし、
これまで兼本ゼミの学生が代々引き継ぎな
がら、シルクを使った商品開発・販売の活
動を行ってきている。

２．「繭美蚕（まゆみさん）」の活動
設立当時の「繭美蚕（まゆみさん）」は、

仮想企業の全国大会であるトレードフェア
で、優秀な成績を残すことに力点をおいた
活動をしていた 3)。2005 年度のトレード
フェアにおいて、専門学校・大学の部で最

優秀賞を受賞、翌年度も同部門の展示部門
優秀賞、と 2年連続１位という結果を残す
ことができた 4)。そこで、それまでの活動
の成果から、門倉メリヤス株式会社より「繭
美蚕（まゆみさん）」という名前をブラン
ド化して、商品を販売していきたいという
申し入れがあった。大学側としてはこれを
快く承諾することとなる。ブランド化の背
景には、「繭美蚕（まゆみさん）」というネ
ーミングが、シルクに関わる人々にとって
素晴らしいものであり、そのまま何もしな
いでおくのは惜しいという理由もあった。
その後、2007 年 1 月には、門倉メリヤス
株式会社が「繭美蚕（まゆみさん）」とい
うブランド名で『レッグウォーマー』の販
売を開始することになる。
「繭美蚕（まゆみさん）」は、2007 年度
のトレードフェアでも、専門学校・大学の
部で展示とHPの２部門で優秀賞の成績を
上げ、実質上の３連覇を果たす。その際
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の主力商品『シルクウォッチバンド』は、
2008 年 3 月に繭美蚕ブランド３号として
発売されることになった 5)。この商品は、
学生の意見をもとに、門倉メリヤス株式会
社と共同して商品開発を行い、群馬県が育
成したオリジナル蚕品種「蚕太」を使用し
て完成させたものである 6)。学生オリジナ
ル商品１号ということもあり、これを契機
に商標を取得しようという動きが起きるこ
とになる。様々な調整ののち、2008 年 6
月に、学校法人共愛学園が「繭

まゆ

美
み

蚕
さん

」で商
標を申請し、2009 年 2 月には正式に登録
されることになった。ブランド名でもある
が、仮想企業名を商標登録したこの話題に
は、大きな反響があり、新聞各社で取り上
げられただけでなく、インターネットでも
広く配信された 7)。
このため、繭美蚕ブランドの展開、『シ

ルクウォッチバンド』の販売、商標の登録
などから、「繭美蚕（まゆみさん）」を仮
想企業から実際の企業に近い活動に移行
しようとする試みが始まる。2009 年度に
は、共愛学園前橋国際大学の独自のシステ
ム『学生社長』に採用され、大学内にオフ
ィスを持つことができたため、積極的な活
動を行えるようになった 8)。そこで、まず
は自分たちで販売活動を行う機会を増や
すことを考えた。また、6月には繭美蚕ブ
ランドを販売するネットショップ（http://
mayumi3.shop-pro.jp/）を開設するととも
に、ブログ『繭美蚕（まゆみさん）「繭と
生糸は日本一」ブログ（http://ameblo.jp/
mayu-mi-san/）』を始めた。インターネッ

トを通じた情報発信で「繭美蚕（まゆみさ
ん）」の活動や群馬のシルクの素晴らしさ
をアピールしようという試みである 9)。ま
た、他大学の学生とコラボした企画を考え
たり、最年少で富岡製糸場世界遺産伝道師
の資格を取得したり、シルクウォッチバン
ドの学園モデルや新商品を考えたりと学生
自らのアイディアで活動の幅を広げてきて
いる。

３．新商品の開発
2010 年 2 月、新しい繭美蚕ブランドの

商品「ネックウォーマー」と「ルームソッ
クス」を『あったカイコシリーズ』として
販売を開始した。これらの商品は、「繭美
蚕（まゆみさん）」の商品開発担当者と門
倉メリヤス株式会社が共同して商品開発を
行い完成させた『シルクウォッチバンド』
に続く、学生オリジナル商品である。

（１）ネックウォーマー

この商品の開発のきっかけとしては、２
つの意見が大きな軸となっている。１つは、
実際に「繭美蚕（まゆみさん）」の商品開

写真 1　シルクウォッチバンド
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発担当者がプロサッカー選手と話をしたこ
とである。練習中にネックウォーマーを利
用しているが、アクリルやポリエステルと
いった化学繊維のものでは、汗を吸いこみ、
重たくなってしまうことや、商品によって
はゆるすぎてずれてしまうという不満があ
るという。もう１つは、普段の生活におい
て、お風呂上がりや就寝する際に、首元か
らの冷えを気にする人が意外と多いことだ
った。
そこで、この商品は、シルクの吸水性・

放出性・保温性に注目し、口元まで覆う長
さにすることで、首の保温に加えマスク着
用時と同様の効果をもたらすように考えて
ある。また、ゴム地によって伸縮すること
や、立体裁断で首の中に風を通さない作り
にしてあるため、寒い時期のお風呂上がり
や就寝時でもしっかり首を保温し、使用し
ても気にならない工夫をしている。さらに、
シルクの吸湿性・発散性により、夏でも涼
しく使用することができ、夏場の汗による
首元のアレルギーに対してのサポーターと
しても活用できそうである。 

（２）ルームソックス

開発のきっかけは、繭美蚕ブランドの「絹
美人」という洗顔パフを販売するにあたり、
「この商品は足に使うのですか」とよく間
違えられたことからである。間違えた人の
多くは、足のカサつきなどを気にしてい
た。また、多くの女性は冷え症に悩んでい
る。これらの解消を考え、シルクにある保
温・保湿効果に着目した。内側には保温性
のあるシルクを使用し、外側には発熱性の
あるヒート素材を使用することで足の保温
と、この２重加工が保湿ももたらすことか
ら、カサつくかかとへの潤いも保てる商品
となった。

写真 2　ネックウォーマー（通常時） 写真３　ネックウォーマー（防寒時）

写真４　ルームソックス
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４．今後の展開
現在、『シルクウォッチバンド』や『あ

ったカイコシリーズ』などを含む繭美蚕
ブランドは、門倉メリヤス株式会社の直
販店「セタ　ヴィオレッタ」や「繭美蚕
（まゆみさん）」のネットショップ（http://
mayumi3.shop-pro.jp/）などで注文・販売
を行っている。

2010 年度、メンバーを一新した「繭美
蚕（まゆみさん）」は、再び『学生社長』
に採用されることになり、すでに新商品開
発に向けて積極的に動き始めている。今後
も、「繭美蚕（まゆみさん）」と門倉メリヤ
ス株式会社は、引き続き共同して商品開発
を行ない、商品販売などをしていくことと
なっている。

注
1)「繭

まゆ

美
み

蚕
さん

®」は学校法人共愛学園の登録商標である。
2) 仮想企業とは、インターネット上に仮想の会社を設立し、企業経営や電子商取引を体験するものである。共愛学園前橋国
際大学では、起業家精神にあふれた人材育成を目的に、NPO法人アントレプレナーシップ開発センター（京都市）が開発
した教育プログラム「バーチャル・カンパニー」を使用している。
3) トレードフェアとは、通常インターネット上で取引している「バーチャル・カンパニー」の参加者が一斉に京都に集まり、
対面販売を体験すると同時に、商品アイディアの新奇性や事業内容、プレゼンテーション、セールスマナーなどの優劣を競
う全国大会である。2001 年度から毎年開催されている。
4) 表彰形式が 2006 年度から変更になった。ただし、2008 年度から以前のものに戻っている。
5)2008 年 9 月 20 日の朝日新聞の記事では、「販売から約半年で、当初用意した 250 個は完売し、増産した 150 個も半数が
売れた」と書かれている。
6) 群馬県蚕糸技術センターが太繊度用蚕品種として育成した群馬県の第 6番目の蚕品種で、2003 年 2 月に「蚕太」と命名
された。繭は一般品種に比べて小振りであり、 生糸量歩合はやや少な目だが、繭糸の太さ（センド）は４デニール以上と太
い特徴を持っている。門倉メリヤス株式会社の門倉重行社長はこの開発に関わった１人である。
7) この影響であると思われるが、2010 年 4月現在、仮想企業の実例として、Wikipedia に「繭美蚕（まゆみさん）」の名前
が載っている。
8) 学生社長とは、学生が社長となって実際にＥコマース（電子商取引）をおこなう制度である。共愛学園前橋国際大学では、
現実のビジネスによる生きた教育の場を学生に提供するために 2000 年度より実施している。起業を支援するプログラムだ
が、起業そのものより、あくまでも自立心や創造性溢れる学生を輩出することを目的としている。 
9) その後、公式ホームページ（http://www.mayumi3.com）もリニューアルされている。

かねもと　まさあき
共愛学園前橋国際大学教授

かどくら　しげゆき
門倉メリヤス（株）代表取締役社長
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提携支援センターから

名古屋市で初の開催
－活況だった純国産絹製品展－

社団法人 日本絹業協会

きものの四大消費地の一つである名古屋
市で、純国産の絹製品の良さを多くの方々
に知っていただくため、純国産絹マークを
添付した絹製品の展示会を丸栄（名古屋市）
で開催しました。期間は平成 22 年３月４
日（木）～９日（火）の 6日間で、雨天の
日が続きましたが、延べ１千人の来場者が
ありました。
名古屋圏内では、純国産絹マークを未だ

取得した業者はおりませんが、日本の繭・
生糸を素材とした純国産絹製品を実際に目
にされた消費者の皆さんは、その商品の特
徴に多くの方が注目されました。
展示会は、３ 月４日（土）に丸栄、名古

屋織物卸商業組合、報道機関等約 50 名の
参加者を得て、開会式が行われました。 髙
木賢日本絹業協会会長の開会挨拶「国産生
糸は減り続けているが、今一度その良さを
見直すきっかけになれば」とのに続き、来
賓挨拶として江崎美治洋丸栄取締役社長が
「市場開拓に向けて組織的な研究を重ねて
いる協会の皆様に敬意を表したい」と祝辞
を述べました。その後、テープカットが行
われ、純国産絹製品展が開幕しました。

出展者は 15 社で、その他に群馬県蚕糸
技術センターから譲り受けた 4齢と 5齢の
カイコ（300 頭）の飼育展示、日本蚕糸絹
業開発協同組合からは蚕棚、繭の入ったわ
ら蔟
まぶし

、回転蔟
まぶし

の展示に、座繰器を使った繰
糸実演が行われました。また、岐阜シルク
連絡協議会「絲の会」は岐阜県の繭を使っ
た繭クラフト、摺りだし生糸の繰糸、機織
りの実演を行い、来場者への関心を集めま
した。
会場には、絹業協会で用意した「出展目

録」の他に、会場内には各社の製品の特徴
を簡潔に記述した「製品概要パネル」など
を展示して来場者に生産者が提携してすば

写真 1　純国産絹製品展会場風景
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らしい純国産絹製品づくりをしていること
をアピールしました。繭からどのようにし
て生糸になるか、生糸とはどのようなもの

かを解説するとともに、蚕糸・絹業の提携
システム及び純国産絹マークの理解促進に
つとめました。

各社の展示等絹製品とその特徴

出展者名 展示等絹製品 製品の特徴

浅山織物（株） 「帯」 経糸は生染めで日本太古の織物「倭文（しどり）」の再現を目指した
帯

綾の手紬染織工房 「花織絣きもの、藍染き
もの、ショール他」

蚕品種「小石丸」の繭を座繰り繰糸した生糸を用いた草木染め絹製
品

（株）伊と幸 「又昔紋意匠色無地三丈、
又昔変無地色無地四丈」

蚕品種「又昔」「上州絹星」繭から繰糸した生糸を用いた絹製品

（株）岩田 「糸錦袋帯」 蚕品種「あけぼの」繭から多条機で生繰り繰糸した生糸を西陣で培
われた工芸技術を生かした絹製品

（株）小倉商店 「結城紬」 蚕品種「朝・日×東・海」繭から繰糸した生糸を用いて開発した独
自製品

織匠　万勝 「袋帯、先染着尺」 優良繭から繰糸した生糸を用い、西陣織が持つ高度な技術の融合に
よる絹製品

（有）織道楽塩野屋 「絣、帯、ニット製品他」 京都府の色繭蚕品種「都浅黄・黄白」繭を生繭繰糸した生糸を用い
た絹製品

門倉メリヤス（株） 「靴下、ジャケット、
セーター、カーディガン」

太繊度蚕品種「蚕太」繭から繰糸した生糸を用いた洋装絹製品

（株）銀座もとじ 「大島紬、結城紬、江戸
小紋、籠絞り」

蚕品種「プラチナボーイ」繭から繰糸した生糸を用いた男物きもの

（株）千總 「後染反物（訪問着、付
下げ、色無地）」

徹底した飼育管理による優良繭から繰糸した生糸を用いた絹製品

日本蚕糸絹業開発（協）「白生地、胴裏、八掛地、
長襦袢地、後染反物」

群馬県の多様な蚕品種繭から繰糸した生糸を用いた生地にトルマリ
ン加工、灰汁加工等を施した絹製品

（株）桝屋高尾 「渡来錦」 正倉院に現存する渡来錦を「新小石丸」生糸で再現した織物

（株）丸万中尾 「江戸小紋」 製造を信州にこだわった製品を蚕品種「ぐんま 200」でつくった江戸
小紋

（有）ミラノリブ 「絹ニットスーツ、ショ
ール、ストール他」

上州座繰り生糸による洋装絹製品

山音（株） 「かぐやきぬ冬（三越）、
かぐやきぬ夏（駒絽）」

群馬県の繭に水撚り、先練りの技術を駆使した絹製品
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各種実演と蚕の展示も好評
今回の会場は、丸栄が「創業３９５周年

きもの大祭典」を隣の会場で開催し、相乗
効果の中で、来場消費者の関心を迎え、絹
のきものでつながる日本の文化を紹介する
ことができました。
また、本展示会での実演（繭クラフト、

直繰生糸、製織、座繰生糸の実演展示、４
齢、５齢カイコの飼育展示）を行いました
が、実演及び飼育展示は、来客者の興味を
そそりました。丸栄の店員も休憩時間に多
数の方が訪れ、カイコの飼育展示を眺めて
いました。また、来客の中には、過去に養
蚕をしていた者も多くおられ、懐かしそう
にカイコに触れていました。

来客者からは、
・カイコの飼い方のパンフレット等はない
か。

・住宅の室内装飾に絹を使えないか。
・玉繭はどのような時にできるのか。
との声もあり、また、「繭の糸は、大変

細く、絹織物を作るには、多くの繭と多く
の過程、作業が必要であること」を消費者
の声として知ってもらえたことは、純国産
絹マークの必要性に加えて、有意義であり
ました。

写真 2　展示パネルとカイコの飼育展示
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提携支援センターから

財団法人群馬県蚕糸振興協会
上野  邦彦

「日本絹の里」からの情報発信に注目してください

群馬県立日本絹の里では、多くの人々に
天然繊維である絹の素晴らしさを理解して
もらうための展示とともに絹文化と蚕糸技
術等の継承発展の重要性などについての情
報を発信しています。
平成 21 年３月、当館に蚕糸・絹業提携

システムＰＲコーナーが財団法人大日本蚕
糸会によって設置され、国産繭・生糸の希
少性を活かした高品質な純国産絹製品を紹
介する展示が始まりました。本稿では蚕糸・
絹業ＰＲコーナーでの純国産絹製品の展示
状況と日本絹の里の企画展等における純国
産絹製品等の展示状況について紹介させて
いただきます。

■蚕糸・絹業ＰＲコーナーでの純国産絹製
　品の展示・紹介
ここでは純国産絹マークの紹介パネルと

ともに着物、反物、帯、ニット製品、スカ
ーフなどの多様な純国産絹製品を展示・紹
介しています。

製品の展示は、日本絹の里の企画展等の
展示入替に合わせて、約一ヶ月毎に入れ替
えを行っていますが、できるだけ多くの製
品を紹介できるように努めています。また、
パネル等により純国産絹製品は希少な国産
繭・生糸の特徴を活かしていることや繭生
産から製品加工までの生産履歴が明らかに
なっていることなどを紹介するとともに、
需要拡大に結びつくような情報の発信に心
がけるようにしています。

写真 1　純国産絹マークの紹介パネル等の展示
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■「群馬の絹」展で純国産絹製品の展示・
　　即売
「群馬の絹」活性化研究会と日本絹の里
の共催により平成 22 年１月 14 日から 18
日までの５日間、日本絹の里を会場に「群
馬の絹」展（第９回）を開催しました。こ
の展示会は活性化研究会の会員が、群馬の
絹を使用して独自に開発したオリジナル絹
製品を展示し、広く県内外の人たちにＰＲ
するとともに群馬県産の繭や絹に「ふれあ
い・親しむ」場を提供し、絹への理解を深
め需要拡大を図ろうとするものです。期間
中、純国産絹製品の展示・即売やシルクの
草木染め、手織り、組紐などの絹製品作り
教室、着物の着付け体験などが行われ、約
1,600 人の来館者がありました。
この「群馬の絹」展は平成２２年度も平

成23年３月10日から15日までの６日間、
日本絹の里を会場として開催する予定にな
っています。

■平成 21年度の企画展、特別展で純国産
　絹製品等を紹介
　平成 21 年８月 22 日から開催された企
画展「進化するシルクの世界 VOL Ⅱ」の
「人々を魅了するシルクの織物のコーナー」
では「ぐんま 200」などの群馬県オリジナ
ル蚕品種の生糸を使用し、最新技術などに
より製作された純国産の絹製品の紹介を行
いました。また、３月 13 日から開催され
た第６回の日本絹の里工芸展では「ぐんま
200」などの生糸を使用した純国産絹製品
を用いて製作された工芸作家の作品等を展
示しました。なお参考展示として、群馬県
オリジナル蚕品種の「新小石丸」を経糸及
び地糸に用い緑色蛍光絹糸と赤色蛍光絹糸
を使用した純国産の絹製品による雛人形の
展示も行いましたが、多くの方々が興味を
持って鑑賞してくださいました。

写真 2　和装、洋装、小物などの多様な製品の展示 写真 3　「群馬の絹」展（第９回）での純国産絹製　
品の展示・即売の状況
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■絹の素晴らしさを紹介する平成 22年度
　の企画展、特別展
企画展としては４月 17 日から５月 24

日までは「華やかな婚礼衣裳－きものの美
－」が開催されています。婚礼衣装をテー
マに取り上げ、江戸時代から明治、大正、
昭和、現代にかけての絹の婚礼衣装を展

示しています。また、10 月 16 日から 11
月 29 日までは「今に生きる織物産地－西
陣－」姉妹提携記念　西陣至宝展を開催す
る予定です。サブタイトルにあるように日
本絹の里と西陣織会館が昨年度姉妹提携を
結びました、これを記念しての企画展で、
1200 年余の歴史を誇る日本の代表的産地 

写真 4　企画展「進化するシルクの世界 VOL. Ⅱ」
での展示状況

写真 5　実際に手で触れられる展示
    　群馬県オリジナル蚕品種の生糸

写真 6　精練の前後の生糸
写真 7　シルクショップでの純国産絹製品等の販売
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京都 西陣の織物を紹介します。なお、西陣
織会館にも、蚕糸・絹業ＰＲコーナーが設
置されています。
特別企画展として縮緬の着物の古布など

を用いて創作された作品により絹の素晴ら
しさ紹介する「辻村寿三郎人形展VOL. Ⅸ」
を平成 23 年１月 22 日から３月６日まで
開催する予定です。
特別展としては５月 29 日から７月 12

日まで「ちりめん創作人形展」が開催され
ます。また、第７回の日本絹の里工芸展が
平成 23 年３月 19 日から開催される予定
になっています。これらの展示を通して来

館者に絹の素晴らしさなどを紹介する予定
です。

■蚕糸や絹の理解を深める常設展示等
群馬県オリジナル蚕品種の繭、生糸の

展示コーナーでは、「ぐんま 200」、「世紀
二一」などの生糸が直接手で触れられるよ
うにしたタワー型の展示があります。また、
精練前と精練後の絹を実際に手で触れて、
その違いを実感できるコーナーもあります。
この他、シルクショップでは純国産絹製

品の販売も行って絹の良さ、素晴らしさを
実感していただけるようにしています。

うえの　くにひこ
（財）群馬県蚕糸振興協会
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提携支援センターから

支援センター活動日誌№ 12（H22.3.1 ～ H22.4.30）

年月日 活　動　内　容　等

22.3.3 ～
22.3.5 愛媛県における蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業に係る打合せ（愛媛県）

  22.3.4 ～
22.3.9

（社）日本絹業協会による純国産絹製品展示会開催
（名古屋市、丸栄百貨店）

22.3.10 ～
22.3.12

京都における織商・糸商等との蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業に係る打合せ
（京都府）

22.3.30 第４回事業推進委員会（東京都有楽町　蚕糸会館）

22.4.6
（社）日本絹業協会による純国産絹マーク審査委員会
（東京都有楽町　蚕糸会館）

22.4.16 群馬県における蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業に係る打合せ（群馬県）

22.4.21
農協担当者等に対する蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業推進会議
（東京都有楽町　蚕糸会館）

名古屋で初の純国産絹製品展開催
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今月の話題

東京青山に、きもの KYOTOアンテナショップ「白イ烏
からす

」開設

京都市産業観光局商工部伝統産業課

１　京都の和装産業の現状
京都を代表する伝統産業である和装産業

は、近年、消費者のきもの離れが進み、売
上げの大幅な減少が深刻な問題となって
います。生産量では、西陣織はピーク時
の 90％減、京友禅はピーク時の 97％減と
なり、出荷額では、西陣織はピーク時の
89％減、京友禅は 85％減となっています
（表）。加えて、作り手の後継者不足も深刻
な状況となっていて、和装産業の活性化は
喫緊の課題です。
この消費者のきもの離れの主な原因とし

ては、「生活様式の変化」及び「きものを
着る機会の減少」が挙げられます。例えば、
現在の建物の多くが、洋服での生活が前提
に設計されるなど、西洋化、高機能化した
こと、女性の社会進出等により、機能的な
動きやすい衣服が消費者に好まれる傾向が
あること、普段着としてきものを愛用する
いわゆる「きもの世代」が減少してきたこ
となどが考えられます。
また、きものの保存方法やメンテナンス

が難しく、きものが比較的高価であり価格
設定がわかりにくいことも、消費者に「気

軽に着れない」「気軽に買えない」といっ
た意識を持たれやすい要因のひとつである
といえます。
ところが、一方では、平成 19 年度に京

都市が実施した「京もの戦略的マーケティ
ング調査」によると、首都圏に住む団塊の
世代にアンケートを実施した 1,200 人のう
ち 17％の人が，「きものを購入したい」と
回答されています。最近では，女性ファッ
ション雑誌や男性ファッション雑誌にもき
ものの特集が頻繁に掲載されていることに
加えて、きもののスタイルブックなども書
店に多く並んでいるのが見られます。
こうしたことから，消費者のきものへの

「関心」や「興味」は依然根強く、潜在的
な需要は高いと考えられ，この「関心」や「興
味」をいかに実際の購入意欲にまで繋げて
いくかが重要な課題です。
京都市では、多くの市民の方々が和装産

業関連事業に従事されていることから、京
都経済の活性化、雇用の確保を図るために
は、厳しい状況にある和装産業の活性化は
欠かせない施策であるといえます。
京都市内製造業の全事業所を対象とした
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京都市工業統計調査（平成 20 年度）によ
ると、日本標準産業分類のうち、“絹・人
絹織物業”（西陣織）及び “織物手加工染色
整理業”（京友禅）に分類される事業所は、
市内製造業全事業所数（6,594 件）のうち
21.7％（1,434 件）を占めています。これ
らに分類されない和装関連の事業所も多く
あることから、和装関連事業所は京都市内
において大きな位置を占めています。

２　きもの KYOTOアンテナショップ　
　「白イ烏

からす

」
「首都圏」における京都の和装産業の PR
と消費者（主に、きものをまだ持っていな
い層・これから初めて購入を考えている層）
の情報収集を主な目的として、平成 22 年
３月に東京・南青山に「きもの KYOTO ア
ンテナショップ「白イ烏」を開店しました。
この取組は、国の緊急雇用対策事業とし

て実施しており、事業を通じた新たな雇用
創出も実現しています。
きもの KYOTO アンテナショップ「白イ

烏」の主な目的は次のとおりです。

・「白イ烏」を拠点とした「首都圏」にお
ける京都の和装産業の情報発信

・きものをまだを持っていない方、これ
から初めてきものを購入しようと考え
ている方等、いわゆる「きもの」初心
者を主なターゲットにすることによる
新たな「きもの」購入者の創出

・「首都圏」の消費者ニーズを把握して、
その情報を京都にフィードバックする
ことによる更なる産地の活性化
これらの目的を達成するため、「白イ烏」

では、冠婚葬祭や成人式等の特別な場面で
着るきものではなく、ビル街の中でもすん
なりと溶け込むモダンさがあり、これまで
きものに関心のなかった人でも洋服感覚で
着られるきものを提案しています。
・色使い：いわゆる「日本の伝統色」と
は違い、現代の生活の場に当たり前の
ように目にする色を基調とします。

・柄：都会に馴染みやすい幾何学模様や、
古典柄を現代風にアレンジしたものを
取り入れます。

西陣織、京友禅の生産量（平成 21年）

　西陣織　ピーク時（昭和 50年）の 10.2％ ( 89.8% 減 ↓ )
　京友禅　ピーク時（昭和 46年）の 3.3％  ( 96.7% 減 ↓ )

西陣織：西陣織工業組合「西陣機業調査報告書」「西陣生産概況」
京友禅：京友禅協同組合連合会「京友禅京小紋生産量調査報告書」

西陣織、京友禅の出荷額（平成 20年）

　西陣織　ピーク時（昭和 58年）の 11.1％ ( 88.9% 減 ↓ )
　京友禅　ピーク時（昭和 55年）の 14.6％ ( 85.4% 減 ↓ )

西陣織：京都市の工業（絹・人絹織物業）
京友禅：京都市の工業（織物手加工染色整理業）
　＊「製造出荷額等」を比較。平成 19年調査から「その他収入額」が含まれる。

表
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（店舗の特色等）
・京都の匠によるきものや帯をラインナ
ップ
産地組合を通じた公募等により応募され

た作り手の製作現場にコーディネータが直
接訪問して、製作の依頼や商品企画等を行
って完成した厳選されたきものや帯を中心
に取り扱います。
・購入しやすい価格設定
きものと帯の価格帯を、おおよそ 10 万

円代、20 万円代、30 万円代の価格帯に分
類することで、まだきものを持っておられ
ない方が、一着目のきものとして、お求め
やすい価格設定とします。
・仕立上がり価格で表示
反物のみの価格ではなく、仕立代と裏地

代等を含めた価格を表示します。最初にト
ータルコストを提示することで、初めてき
ものを購入される方にも安心してお買い求
めいただけます。
・明るく入りやすい外観と、シンプルか
つモダンな店内
普段、洋服しか着用しない方、きものに

関心のない方でも気軽に入店できるような
ガラス張りの外観としています。また、店
内は漆喰の壁や北山丸太など上質で伝統あ
る素材をさりげなく使用することで、シン
プルかつモダンな和空間を演出していま
す。
次に、店名の由来ですが、古来より白い

動物は高貴であるといわれ、また、八咫烏
（ヤタガラス）のように烏は神聖な動物と
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白イ烏ロゴ

されていますので、現代の合理主義からは
語ることのできない京都の伝統産業の奥深
さや品格を表現しています。また、通常“烏”
からイメージする “黒” と真逆の “白” を組
み合わせることで印象的なフレーズにする
といったねらいもあります。
店名、ロゴとも、世界的に有名なグラフ

ィックデザイナーである北川一成氏に考案
していただきました。

３　今後の展開について
京都市では、「白イ烏」を拠点としながら、

様々な和装プロモーション活動を展開して
いきます。
最近では、平成 22 年 3 月 6 日に開催

された、若年層に圧倒的人気を誇る史上
最大級のファッションフェスタ「第 10 回
東京ガールズコレクション 2010 SPRING/
SUMMER」へ京都のきものと帯各９点を出
展しました。洋装が中心の同イベントへき
ものを出展するのは初めてであり、京都の
和装産業を大々的に PR することができま
した。
出展したきものは、すべてアンテナショ

ップで購入することが可能です。
今後も、きもの着用を促進する参加型イ

ベントや、首都圏における京都の和装産業
のPR等、精力的に取り組んでいく予定です。
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＜店舗の情報＞

○所在地及びアクセス

東京都港区南青山 5-12-2

東京メトロ表参道駅 B1出口を出て、渋谷方向へ。

　骨董通りを左折し、2つ目の角の右側。

○営業時間等

営業時間：　午後０時～午後８時

　休業日：　年末年始

○電話：03-3498-8588

○ホームページ： www.461k.jp
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国内情報

　１　蚕糸業存続の意義については、どのように考えていますか。
（１）県内には、養蚕を主業とする大規模養蚕農家（１t 以上）が 18戸あり、本県の特色
　　ある地域農業の重要な作目として定着しています。
（２）カイコの 600 種以上にも及ぶ豊富な遺伝資源と、人工孵化法、人工飼料、蚕品種育
　　成などの研究蓄積は、日本が世界に誇れる財産です。この財産を活用することにより、
　　遺伝子組換えカイコによる有用物質生産など新しい産業の創出が期待されます。
（３）本県は、遺伝子組換えカイコ研究や蚕種製造、人工飼料製造を担当する蚕糸技術セ
　　ンター、373 戸の養蚕農家、5ヶ所の稚蚕共同飼育所、器械製糸工場など、一連の蚕糸
　　技術を有する全国唯一の県です。人工飼料は群馬ほか 12県に供給し、碓氷製糸は群馬
　　ほか 12都県から繭を収納するなど、群馬の蚕糸業の存続は、日本の蚕糸業や絹文化を
　　守ることです。
（４）日本の染織は、高度な技術やその多様性から世界最高のテキスタイルです。それは
　　蚕糸業が身近にあることにより、多様な素材を用いて発展してきたものです。つまり、
　　蚕糸業の危機は、日本の絹文化の危機でもあります。
（５）世界遺産登録を目指す「富岡製糸場と絹産業遺産群」は、日本の産業発展の歴史を
　　伝える貴重な文化遺産です。この文化遺産の価値を高める上で、産業としての蚕糸業を

群馬県農政部蚕糸園芸課
絹主監　狩野　寿作

世界最高の蚕糸技術をいかし自立できる蚕糸業構築のために

群馬県の蚕糸業は、地域経済の発展にとどまらず、和装文化の形成に大きな役割を果たしてきた産業で

すが、近年は繭・生糸価格の低迷や養蚕従事者の高齢化等により、戦後最高収繭量を示した昭和 43年の

1/200 にまで縮小してしまいました。

そこで、本県蚕糸業の維持・存続を図るため、蚕糸関係者、織物業者、流通業者、観光関係者、世界遺

産推進関係者等 12名を構成員とする「群馬県蚕糸業のあり方検討会」を設置し、５回の検討を行い、蚕

糸業を産業として次世代に継承するためのあり方について取りまとめました。そのポイントについて、一

問一答形式で紹介します。
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　　残すことが重要です。
（６）観光振興にとって、豊かな自然景観とともに、地域文化や地場産業、産業遺産は重
　　要です。本県の生きた蚕糸業と養蚕文化や絹産業遺産は、その中核を構成するものとし
　　て、観光面からも貴重な財産です。

　２　今後の群馬県蚕糸業振興のイメージはどのようなものですか。

　３　川上・川下提携による純国産絹製品の生産（新蚕糸対策）については、今後どのよう
　に進めますか。　
平成 21年度群馬県における提携グループ数は 6グループ、取り扱い繭量 43 ﾄﾝで総繭生

産量の 31％となっています。平成 23年度までには全養蚕農家が提携グループに参加できる
よう碓氷製糸農業協同組合をはじめ、大日本蚕糸会、農業団体等と連携し、積極的に事業推
進します。　
具体的には、流通小売業者を対象とした現場研修会の開催、養蚕農家研修会の開催、企業

訪問による提携グループ作りを実施します。

　４　絹業との連携による群馬オリジナルシルク製品開発が計画されていますが、どんな製
　品を開発し、どのように販売するのですか。　
群馬県蚕糸業及び地域の活性化を図るためには、「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺

産登録を見据えた「群馬の絹」のブランド化戦略を構築する必要があります。
そのためには、地域の特長を活かしたオリジナルシルク製品の開発、新たなネーミングの

付与、デザイナーとの連携、販売戦略の強化などが必要ですが、平成 23年 JR6 社によるデ
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スティネーションキャンペーン、平成 24年以降の世界遺産登録に向け、市町村をはじめ関
係機関、関係団体等と協力して「富岡製糸場と絹産業遺産群」関連のオリジナルシルク製品
を開発します。
また、「群馬の絹」消費拡大のために、群馬の絹製品を一堂に展示し、見て、触れて、感

じることのできる展示施設を整備し、展示会、商談会を開催するなど「群馬の絹」の消費拡
大運動を積極的に展開します。

　５　桑、カイコ、繭、生糸の多様な機能を利用した「新産業の創出」を掲げていますが、
　具体的に教えてください。
一点目は、遺伝子組換えカイコの実用化による新産業の創出です。
遺伝子組換えカイコは、平成 12年（独）農業生物資源研究所によって作出され、民間企

業を中心に基礎研究から実用化、産業化の段階に近づいています。遺伝子組換えカイコを使
った有用物質生産は、①繭の価値が高まること。②全令人工飼料で年間飼育ができること。
③更に群馬県は一連の蚕糸技術を有することなどから、養蚕所得向上のための新しいビジネ
スモデルを構築します。
具体的には、昨年 6月から群馬県蚕糸技術センターと県内企業が「遺伝子組換えカイコを

利用した有用物質生産技術の開発」について共同研究に取り組んでおり、その研究成果とし
て、平成 22年度下期には養蚕農家による遺伝子組換えカイコの実用飼育を開始する計画で
す。
遺伝子組換えカイコの研究と実用化のスケジュールは下図のとおりです。

遺伝子組換えカイコの研究と実用化スケジュール
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二点目は、桑葉の他用途利用の推進です。
桑葉に含まれるDNJ( ﾃﾞｵｷｼﾉｼﾞﾘﾏｲｼﾝ ) は、腸管から糖の吸収を抑制する働きがあることが

解明され、機能性食品として糖尿病を予防する効果が期待されています。また、群馬県畜産
試験場の研究成果では、桑葉粉末給与により鶏の腸内 ph が低下し、良好な飼育成績となっ
ており、今後新たな需要が見込まれています。
そこで、稚蚕人工飼料センターや遊休桑園を活用し、桑葉粉末の増産を積極的に進めます。

　６　「養蚕の里」とはどんな構想ですか。
「富岡製糸場と絹産業遺産群」との連携により、養蚕を核とした地域の活性化を図るため、
桑園の維持・造成により農村景観を保全し、養蚕、製糸、染め、織り等の見学や体験のでき
る地域を整備する構想です。
養蚕の里構想では、産地育成型と工房型の二つの形態を考えています。
産地育成型では、養蚕主業の農業経営確立のため、規模拡大、高品質繭生産、遺伝子組換

えカイコの実用飼育に取り組む地域を育成します。
工房型では、蚕の飼育、糸繰り、染め、織り等見学や体験のできる地域を育成し、都市と

農村の交流を推進します。
最後に、群馬県蚕糸業はまさに存亡の危機に直面していると思います。今頑張らなければ

頑張るときはありません。今頑張らなければ将来に禍根を残します。蚕糸業の維持・存続の
ために、群馬県蚕糸業活性化方針に基づき、養蚕農家、製糸業者をはじめ関係機関、関係団
体とともに悔いのない活動を展開していきたいと思います。
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 世界遺産登録を目指す「富岡製糸場と絹産業遺産群」とは
「富岡製糸場と絹産業遺産群」は下記の資産で構成され、世界遺産候補としてユネスコの
世界遺産暫定一覧表に記載されています。

写真 1　薄根の大クワ 写真 2　荒船風穴

写真 3　栃窪風穴 写真 4　高山社発祥の地
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写真 5　富沢家住宅 写真 6　赤岩地区養蚕農家群

写真 7　旧甘楽社小幡組倉庫 写真 8　旧富岡製糸場　

写真 9　碓氷峠鉄道施設 写真 10　旧上野鉄道関連施設

かの　じゅさく
群馬県蚕糸園芸課　絹主監
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海外情報

中国の繭・生糸生産、増産体制へ
（商務部と農業部連名にて 2010 年度家蚕蚕種、家蚕繭及び家蚕生糸の生産指導計画を全国に通知）

中国商務部弁公庁と農業部弁公庁は先ごろ（本年 3月 10日付け）、各省、自治区、直轄市
の商務主管部門（繭シルク調整事務局部門）と農業庁（委員会、局等の養蚕振興部門）に対
して「2010 年度全国家蚕蚕種、家蚕繭及び家蚕生糸の生産指導計画」を通知した。その概
要は以下のとおりである。

2009 年の家蚕蚕種掃立数量、家蚕繭生産数量、同生糸生産数量及びシルク商品輸出実績は、
ともに減少したものの、家蚕繭品質は良好であったため農家の繭買上げ価格は、前年比べ大
幅に上昇し、農家の養蚕収入は非常に潤うものになった。統計によれば、全国の桑園面積は
1,197.38 万ムー（79.83 万 ha）で前年比 8.52% 減少、家蚕蚕種掃立数量 1,445.90 万枚で
前年比 17.41% 減少、家蚕繭生産量は 57.53 万トンで前年比 15.82% 減少、農家の家蚕繭買
上げ平均価格はキロ当たり 28.86 元（375 円）で前年比 30.15% の増加となり、家蚕生糸生
産量は 9.25 万トン（154 万 2 千俵）で前年比 6.5% 減少、シルク商品輸出額は 28.86 億ド
ルで前年比 17.49% 減少であった。

2010 年の世界経済の回復状況は、依然、不確定要素が存在し、本年に入ってからのシル
ク商品の輸出事情は、これまでと同様に低迷しているが、シルクの国内需要に関しては政府
による内需拡大、消費促進政策のもとにあって、国内市場のシルク需要は確実に増大してい
る。一方、2009 年度の家蚕繭生産状況は大幅な減産となり、関係企業の原料在庫は低水準
であり、原料加工（製糸等）能力に余力があるため、2010 年度の原料繭・生糸需給は、上
半期は確実に供給不足傾向にあり、下半期に至って漸く緩和するものと見込まれている。

中国シルク業界のマクロ的指導を強化し、繭・生糸需給バランスを確保し、業界を安定
的に発展させ、農業、工業、貿易における利益を維持するため、関係部局の意見を通じ、
2010 年度の全国家蚕繭及び家蚕生糸の生産規模は前年度より増加させることとし、（家蚕蚕
種掃立数量 1,528.8 万枚、家蚕繭生産数量 60万トン、家蚕生糸生産数量 9.5 万トン）ここ
に確定して公表する。（地区別内容は、資料 1～ 3のとおりである。）
各地においては、この計画を参照し、現地実態を踏まえ、2010 年度の家蚕蚕種の掃き立て、
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家蚕繭及び家蚕生糸の生産面の指導を適切に実施するものとする。

2009 年度の全国の家蚕繭買上げ平均価格は、前年に比較して大幅に上昇しており 2010
年度の家蚕繭生産状況は回復し増産傾向にあり、各地においては、シルク市場の変化及び国
内外のシルク消費需要を考慮するとともに、シルク産業・市場実態ネットワークをさらに充
実させ、研究分析と情報管理を強化し、合理的に生産規模を決定するものとする。さらに速
やかにカイコと桑の新品種の育成研究、科学的新技術の導入、農民への生産指導等適切な生
産管理をもって、蚕種の品質を高め、蚕病の広域拡大を厳重に抑止するものとする。また、
先進的企業が十分模範的企業活動を継続実施できる体制を構築し、適切な生産管理、科学的
技術革新を伴う技術指導のもとにカイコ、繭及び桑資源の総合利用を図ることとし、養蚕農
家の多元的経営増収工作を推進し、中国シルク業界の健全で持続的発展を確保するものとす
る。

（資料）2010 年 3月 10日付け中国商務部繭絲綢弁公室公表記事を翻訳

地区 2009 年家蚕蚕種
生産実績

2010 年家蚕蚕種
掃立指導計画

河北 2.00 2.10 
山西 10.00 11.00 
江蘇 175.20 180.00 
浙江 129.20 135.00 
安徽 53.00 56.00 
江西 15.30 18.00 
山東 63.00 80.00 
河南 25.10 28.00 
湖北 29.00 32.00 
湖南 3.80 4.50 
広東 79.20 83.00 
広西 458.60 470.00 
重慶 49.70 57.00 
四川 200.00 210.00 
貴州 3.70 4.00 
雲南 95.00 99.00 
陝西 49.20 54.00 
甘粛 0.90 1.00 
寧夏 2.00 2.10 
新疆 2.00 2.10 
全国合計 1,445.90 1,528.80 

資料 1　 
2010 年度全国地区別
家蚕蚕種掃立指導計画表

単位 : 万枚
地区 2009 年

生産実績
2010 年

生産指導計画
河北 1,200.00 1,500.00 
山西 4,046.08 4,500.00 
江蘇 73,175.00 75,000.00 
浙江 45,600.00 47,000.00 
安徽 24,800.00 26,000.00 
江西 7,602.44 8,000.00 
山東 23,900.00 26,500.00 
河南 10,101.00 11,000.00 
湖北 17,150.00 19,000.00 
湖南 3,182.00 3,500.00 
広東 53,321.05 55,000.00 
広西 172,900.00 179,000.00 
重慶 17,311.00 18,000.00 
四川 70,000.00 72,000.00 
貴州 2,750.85 2,900.00 
雲南 30,230.27 32,000.00 
陝西 17,200.00 18,000.00 
甘粛 253.00 350.00 
寧夏 126.00 150.00 
新疆 450.00 600.00 
全国合計 575,298.69 600,000.00 

資料 2
2010 年度全国地区別
家蚕繭生産指導計画表

単位 : トン

地区 2009 年
生産実績

2010 年
生産指導計画

河北 266 270 
山西 66 70 
江蘇 17,800 18,000 
浙江 15,000 15,200 
安徽 5,200 5,400 
江西 2,900 3,000 
山東 5,800 6,000 
河南 2,100 2,200 
湖北 555 580 
湖南 104 110 
広東 1,722 1,800 
広西 16,237 16,800 
重慶 4,200 4,400 
四川 14,900 15,400 
貴州 2,237 2,300 
雲南 3,263 3,360 
陝西 105 110 
甘粛 0 0 
寧夏 0 0 
新疆 0 0 
全国合計 92,455 95,000 

資料 3
2010 年度全国地区別
家蚕生糸生産指導計画表

単位 : トン
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　　国内産地情報
　　絹織物産地の概況（１月）

主要産地の生産量は 増加傾向で健闘している

＜原糸＞
中国生糸の減産は前年比 7％程度と伝えられ、この程度の値上がりで済んでいるのはイン

ド以外への輸出の大幅減少の為と思われる。しかし、中国における人件費の高騰、元の切り
下げ、旱魃による春繭の減産等から、先行き強含みの展開が予想される。

＜白生地＞
・ 丹後の縮緬生産は、前年比 100％、無地 122％紋生地は 95％と不況の中にあって健闘し
ている。

・ 長浜の生産は前年比 117％と 3ヵ月引き続き増産となっている。
・ 五泉の生産量は、前年同月比 15％の増産となり、反数換算でも同様の増産であった。
・ 福島は、受注の減少で、生産量、操業度共に落ちている。
・ 石川は、小口商いにつき減産が続いている。
・ 福井は、広幅羽二重は指定品のみの受注生産、小幅羽二重は市況の悪化で在庫が溜まりぎ
みである。

・ 群馬・埼玉は、催事関係も企画され商品の引合いもあったが、デフレ下では量が少なく定
番物よりも廉価品の引合いが多く、良い結果とはならなかった。

＜先染織物＞
・ 西陣の帯は、相変わらず市況悪を反映して全体的に低調で引続き減産が続いている。しか
し、在庫増にはなっていない。

・博多は、平地の小袋及び男帯を除き全般的に低調である。
・十日町は、大幅にダウンしている品種が目立ち、特に付下げや留袖は 3割を割っている。
・山梨は、好調であった洋服地も前年比 3割ほどの生産で百貨店などの売上げの減少がその
まま響いている。今後も期待薄である。ネクタイは一部に多少の動きがあるが、全体的に
売行きが悪い状況が続いている。

・米沢は、呉服の生産が厳しく減産が多くなっている。3月が決算時期から在庫整理の動き
が強い内地服地は若干受注品中心の動きであり低調。輸出服地は若干増加に動いている。

・西陣のネクタイは、端境期となり、秋冬物のサンプル取りと一部現物及び夏物の生産とな
っているが、受注量が少ない。

＊（社）日本生糸問屋協会月報 22.4.13 第 733 号による。
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　　海外シルク情報
　　中国

中国 “シルク布団” の国家品質基準の適用実施へ

中国におけるシルク布団は、伝統的に高級寝具用品であり、最近では健康志向の高まりも
あって、その特長、軽くて薄く保温性が高くかつ吸湿・放湿性が良いことから、特に所得中
間層や富裕層による購買対象になっている商品である。
最大の業界団体である中国シルク協会の統計によれば、現在、全国各地のシルク布団生産

企業は 1,000 社近くあり、その 70％以上は浙江省、江蘇省及び四川省に集中している。最
近のシルク布団の年間販売額は、500 万枚を超えて年間総販売額は 20億元以上となってい
る。過去 3年間、シルク布団の生産量は年率 20％以上の伸び率で増加してきており、中国
繊維産業の中で特筆に値する成長分野となっている。
しかし、中国国内市場では、シルク布団は多種多様なものが出回っている。布団製品の組

成でみると、100％柞蚕糸、100％家蚕生糸、100％絹糸、30％絹糸＋ 70％牛乳繊維、20％
絹糸＋80％短繊維などなどで、この中の絹糸にあっても低級くず糸使いのものもある。また、
販売価格では、一枚当たり 100 元から高いもので 2～ 3万元のものがある。
このように種々雑多な絹組成布団であっても、製品表示はすべて「シルク布団」として販

売されているのが実態の様子である。
従って、シルク需要にとって有望な消費分野での購買者・消費者の品質上の混乱を防止す

るため、中国ではシルク布団単品に関する国家品質基準 ( 規則 ) を定め、本年 2月 1日より
施行している。
これによれば、「シルク布団」とは “なか綿” に家蚕及び野蚕の絹を 50％以上使用したも

のと定義し、たとえば 10％絹使用布団は、シルク布団として表示することはできないこと
になった。既報のとおり昨年 9月に中国シルク協会の下部組織にシルク布団部会が成立して
おり、これが中心となって全国の各省 ( 市 ) の関係組織と連携し、今回の国家品質基準に基
づいた適切なシルク布団業界の指導に乗り出している。

2009 年度中国シルク輸出概況

最新中国海関 ( 税関 ) 統計によれば、昨年度 1～ 12 月・年間の純シルク商品輸出状況は、
総輸出金額 28.86 億ドルで対前年比 18%減少であり、引き続き低迷している。
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主要品目別の輸出状況は、次のとおりである。
①生糸など蚕糸原料類 : 輸出額 5.22 億ドルで対前年比 17％の減少
②絹織物 : 輸出額 7.85 億ドルで対前年比 5％の減少
③シルク製品 : 輸出額 15.79 億ドルで対前年比 23％の減少

対主要輸出市場別にみると、寒空に一筋の光明が射すようにインドとパキスタン向けはそ
れぞれ対前年比 10％、52％と増加し、特に新興市場であるパキスタン向けは前年の輸出順
位 11 位から第 6位に躍進している。これら以外の主要市場は軒並み大幅に減少しており、
中でも香港向けは最も減少幅が大きく、対前年比 35％も減少した。
ちなみに輸出金額順に見ると、①アメリカ、②インド、③イタリア、④日本、⑤香港、⑥

パキスタン、⑦イギリス、⑧ドイツ、⑨韓国、⑩フランスとなり、トップのアメリカ向けは
全輸出額の 22.4% を占めている。
中国の主要輸出産地別にみると、金額の多い順に①浙江、②江蘇、③広東、④上海、⑤四川、

⑥山東となり、この 6産地の総輸出額は全輸出額の 90.7% に相当している。トップ産地の浙
江省の輸出額は約 20億ドルで全体の 41.5% を占めている。主要産地の中で、対前年比の減
少幅の最も大きかったのは江蘇省で 24.3% も減少し、この点、最も減少幅が少なかったのは
四川省でその減少幅は 0.4% となっている。
このように輸出が低迷した主な原因は、世界的な金融危機によりシルク需要が委縮したこ

とと国内繭・生糸価格が継続的に上昇したことにある。参考までに、最近の日本向けの 21
デニール生糸 (5 Ａ、6Ａ ) の輸出価格は 38ドル台で高止まりしているところである。

＊日本生糸問屋協会月報 22.3.16 第 732 号及び 22.4.1 3 第 733 号による
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横浜開港とシルク貿易

　

１　国内の生糸価格高騰と原料不足が
　招いた織物産地の死活問題
横浜を開港すると、外商が高額な価格で、

わが国の生糸を買いあさったため、国内用
の生糸は高値の輸出用生糸に振向けられ、
西陣・桐生・八王子・秩父・郡内・福島・
藤岡・足利など国内の機業地帯は、生糸の
高騰と原料不足を招き、開店休業の事態に
陥ってしまいました。
桐生の生糸相場を第3表に示しましたが、

開港して 1か月たった 7月には、平年の２
倍前後の価格に高騰してしまいました。

生糸の質 平　年 1859（安政 6）年 7月

上　物 170 匁
(637.5 ｇ )

80 匁
(300 ｇ )

中　物 190
(712.5)

110
(412.5)

下　物 250
(937.5)

130
(487.5)

岡部福蔵著「桐生地方史」上巻より作表

この生糸の高騰によって窮地に陥った桐
生の機業界の当時の概況を、次に紹介しま
しょう。
1859（安政６）年 7月、「上州桐生領

村々（桐生領 54 か村とその続きの村々一
同）　織

おりやども

屋共」として、勘定奉行・大目付

に「乍恐以書付国害之儀存内密奉愁訴候」
（恐れながら書

かきつけ

付をもって国害の儀
ぎ

、内密
に存じ愁

しゅうそ

訴 奉
たてまつ

り候
そうろう

）の書状を提出し、生
糸価格暴騰を抑えるため、外国人に生糸を
売り渡さないよう生糸商人どもに仰せ付け
てほしいという窮状を訴えました。
この愁

しゅうそ

訴（苦しみや悲しみを嘆き訴える
こと）後も、状況は悪くなるばかりで改善
されないため、村々の総代などによって愁
訴が続けられました。
こうした村人たちの切実な願いとは裏腹

に、ますます状況は悪化していったため、
ついに安政６年 11 月 9 日、桐生領 35 か
村総代の古木四郎兵衛と津久井儀右衛門が
死を決して大老井伊直

なお

弼
すけ

、老中間部詮
あき

勝に
駕
か ご そ

籠訴（幕府の大官や大名の駕籠を待ち受
けて直訴すること）を行いました。
このように、開港当初は、桐生をはじめ

全国各地の織物地帯が、同様の窮地に追込
まれていました。
結局、開港によって年々地域の生糸価格

は高騰し、諸物価の値上がりを招くことに
なってしまいました。

２　五品江戸廻し令の布告と
　江戸の特権的流通機構の崩壊

開港当初ごろの生糸輸出抑制策と生糸取引

シルク博物館
元部長　小　泉　勝　夫

第 3表　1両で購入できる生糸量
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幕府は 3都（京都・大阪・江戸）の特権
商人である問屋層を通して国内の商品経済
を把握する政策をとっていました。
ところが、開港によって貿易がはじまる

と、輸出品の生産が追いつかないため、在
郷の商人たちは、特権商人である江戸の問
屋層を通さずに、横浜へ直送するようにな
り、特権的流通機構は崩れ、物価は高騰し
てゆきました。
物資が江戸を通らなくなると、江戸の商

業は少なからず大きな影響を受けるように
なり、江戸の商人たちは幕府に物資流通の
改善を嘆願しました。
幕府にとっても、自ら好んで対外貿易の

道を開いたわけではなく、外国の圧力に屈
して開国・開港したまでのことで、国際貿
易の経験に乏しく、国内からの物資の急激
な流出に憂慮していましたので、物価統制
を理由に輸出規制をすることにし、1860
（万延元）年閏

うるう

3 月「五品江戸廻し令」を
布告、雑穀・水油・蝋

ろう

・呉服・糸（生糸を
さす）を産地から横浜へ直売することを禁
止しました。
特に、生糸については、江戸糸問屋と横

浜貿易商人共同の出店を設け、生糸の搬入
管理をし、江戸問屋の送り状のないものは
摘発することにし、横浜貿易商人は江戸問
屋に改め料を支払い、江戸問屋は幕府に運
上（現在の関税のこと）を納めるという構
想でした。
ところが、横浜貿易商人は江戸問屋によ

る流通を嫌い、神奈川奉行を後ろ盾に糸問
屋の横浜出店、売渡し口

こうせん

銭（売買の仲介を
した手数料のこと）支払いを、強行に反対
しました。

神奈川奉行も、この輸出規制に対する
外国商人からの抗議を恐れ、しかも江戸町
奉行の配下にある江戸問屋が、神奈川奉行
の管轄地に入り込むことを嫌ったため、当
初の構想は実現することができませんでし
た。
従って、横浜送りの生糸は、当初目的と

した数量や価格などの規制はできず、江戸
問屋が名目的な買主となり、改

あらためしょ

所費用 1
分 5厘程度を徴収して、江戸改所から横浜
に流すという規制にとどまってしまいまし
た。

３　横浜鎖港問題
幕府は 1863（文久 3）年になると、朝

廷から横浜鎖港を命じられたため、外国代
表と話合いをしました。しかし、外国の強
い反対で固く拒まれてしまいました。
そこで、幕府は朝廷の意向に添うように

するため、生糸の輸出規制を強めようとし
ました。ところが、これも外国側の強い反
対で実現させることはできませんでした。
このような朝廷と幕府のやり取りをみる

と、朝廷の権力が増し、幕府の権限が弱く
なってきていることが分かります。
また、丁度このころ、攘夷派の浪人が頻

繁に脅迫事件を起こし、世間を騒がせてい
ました。

４　五品江戸廻し令の撤廃
浪人たちによって天

てんちゅう

誅を加えると脅迫
された商人たちは、横浜から離れるものが
多くなっていきました。糸問屋も例外では
ありません。同様に脅迫されたため、江戸
町奉行に生糸改めの返上を申し入れました
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が、この時は認めてもらうことができませ
んでした。
ところが、この間に糸問屋仲間が殺害さ

れるという事件が発生し、とうとう問屋一
同は、生糸改めを返上してしまいました。
幕府は、このような攘夷派の浪人たちに

よる脅迫事件とは別に、1863（文久３）年、
長州藩による下関海峡通過の外国船砲撃事
件の報復としての四国艦隊下関砲撃事件、
1864（元治元）年の生麦事件（写真 13は
「生麦事件の碑」）の報復としての薩英戦争
などが起こり、これら諸国に対する対応に
苦慮していました。このような度重なる事
件によって外圧はますます高まり、朝廷か
ら命じられていた横浜鎖港問題は一蹴され
てしまいました。
このような事件による外圧は、輸出規制

をめざした五品江戸廻し令にも、大きく影
響するようになりました。

とうとう外圧に押され、1864（元
げんじがん

治元）
年 9月、江戸町奉行は、糸問屋たちを集め、
輸出生糸の買取制の廃止を命じました。こ
のことは輸出規制を解いたことになります
ので「江戸問屋買取制度」の廃止によって、
五品江戸廻し令は、5年目にして無力化さ
れてしまい、事実上の廃止を意味すること
になってしまいました。
また、今まで江戸問屋に行わせていた「江

戸問屋買取制度」の廃止は、江戸問屋と結
んで打ち立てた幕府の貿易規制体制の崩壊
を意味するものでもありました。
そもそも生糸や蚕種等の規制について

は、幕府内でも意見が異なっており、外国
奉行や神奈川奉行は、江戸問屋で行うので
はなく、各生産地での実施を主張しており
ました。
幕府は結局、このような意見を聞き入れ、

1866（慶応2）年5月から「生糸蚕種改印令」
を実施し、各産地で品質検査や課税を行う
ことにし、江戸問屋による検査を廃止して
しまいました。
この「生糸蚕種改印令」の実施により、

1860（万延元）年から始まった五品江戸
廻し令は、7年目にして名実共に廃止とな
ってしまいました。

5　横暴な外商の取引
横浜を開港すると、各地から一

いっかくせんきん

攫千金を
夢見て出てきた商人が、たくさんおりまし
た。この中で、輸出商（輸出品を扱う商人）
を「売

うりこみしょう

込商」、輸入商（輸入品を扱う商人）
を「引

ひきとりしょう

取商」といいました。
これらの日本人商人は、外国との商

あきな

いの
習慣など全く知らず、言葉の通じない中で、（写真 13）　明治 16 年建立の「生麦事件の碑」

建立場所：横浜市鶴見区生麦 1丁目 16
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外国商人（以下、外商という）との取引を
始めました。
外商も日本語が全く分からないので、複

雑な話になると、漢字など読み書きのでき
る中国人を通弁（通訳）として取引を行い
ました。心情が通じない相手なので、ごま
かされはしないかと疑心暗鬼で取引を行っ
ておりました。
しかし、外商は資金力があり取引馴れし

ているので、常に有利な取引が行われ、日
本人商人は、しばしば泣き寝入りをさせら
れることがありました。
この 1事例として、次の生糸取引を紹介

します。
甲府緑町の藤井屋弥助らが、開港した

1859（安政６）年 8月に、田口太七に依
頼して、生糸 3,000 斤（30 俵）を外商に
売ってもらうことにしました。
田口は早速外商バルベルと売買の約束を

行いました。
ところが、地方生糸の価格が暴騰し、約

束の量を期限内に調達することはできませ
んでした。僅かに甲州島田糸 250 斤と信
州諏訪の粗雑な鉄砲造り糸 300 斤、合計
550 斤（現在の生糸 5.5 俵分）でした。
田口は、この 550 斤の生糸を持って、

バルベルに承諾を得ようとしました。とこ
ろが、バルベルは約束が違うとして大変怒
り、しかも鉄砲造り糸は、見本とは異なる
として、代金を支払わず生糸すべてを取り
上げてしまいました。
田口は束装こそ違うが、生糸に変わりは

ないとして交渉しましたが、聞き入れても
らうことができませんでした。
やむなく運上所に訴え出ましたが、敗訴

となり 550 斤すべてをバルベルに取り上
げられ大損をしてしまいました。
バルベルは開港当初の大きな生糸売込商

芝屋清五郎（横浜出身）や甲州屋忠右衛門
（甲州出身）などの取引でも大きな損害を
与えた人物です。
このような強奪的な取引は、バルベル１

人に限らず、他の外商によっても行われて
いましたが、ほとんどは売込商の泣き寝入
りとなってしまいました。
居留地内で行う通常の生糸取引は、売込

商が外商のところに売買交渉に行くと、見
本を持ってこさせ「拝見」という品質検査
を行います。
拝見の結果、数量、価格、納期などを口

頭で契約をします。
期限内に契約量全量の生糸を外商の倉庫

に搬入し看
かんかん

貫という秤量検査を受け、パス
すると代金が支払われました。
このような取引が行われたので、一見問

題はなさそうに見えますが、外国の市況が
悪い場合などは、搬入から秤量検査までの
期間を延長し、いっこうに取引をしようと
はしませんでした。
また、自分たちの都合や状況によっては、

見本と搬入生糸を見比べて難癖をつけ、買
い叩きや取引拒否を行いました。この取引
拒否のことを「ペケ」といいましたので、
ペケという言葉は横浜から広まった言葉と
いわれています。
生糸秤量検査では、風袋重を重いように

して生糸の過小秤量をするなど、悪質な手
口で取引を行う外商がおり、生糸売込商の
泣き寝入りになってしまいました。
このように、この時代は、外国の商人の
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一方的な取引が多く行われていました。

6　外商の一方的取引に対抗した
　「連合生糸荷預所」組織
横浜開港以来、生糸売込商と外商との間

には、生糸取引で大きな軋
あつれき

轢が生じていま
した。この原因は前述したような外商の横
暴といえる一方的な取引でした。
このような外商の不合理な取引を解決

し、対等に売買のできる日本側の商権を獲
得するため、1881（明治 14）年８月「連

れん

合
ごうきいとにあずかりしょ

生糸荷預所」を創立しました。
頭取に渋沢喜作が、取締役に原善三郎、

茂木惣兵衛、朝吹英二、馬越恭平が就任し、
同年 9月 15 日、横浜本町６丁目 84 番地
において開業をしました。
39 条にわたる連合生糸荷預所定款を定

め、第 4表に示した 27 名の株主をもって
発足しました。    

   
開業 2日前には、頭取渋沢喜作と取締役

４名をもって外商側（会長ウイルキン）に
連合生糸荷預所を設立する旨の通知をして
協力を求めました。

図３　「皇国養蚕図会　繭糸外国輸出の図」
1885（明治 18）年刊　小林幾英画（横浜開港資料館所蔵）

株　主　名 株  数 株　主　名 株  数
原　 善 三 郎 7 雨 宮　 啓 次 郎 2
茂木　惣兵衛 7 田部井 芳兵衛 1
平 沼　 専 蔵 7 高橋 萬右衛門 1
渋沢　作太郎 5 川喜田 久太夫 1
馬 越　 恭 平 5 子 安 　 峻 1
若 尾　 幾 造 5 鈴木 宇右衛門 1
川添　源次郎 5 萩 野   賢 太 郎 1
朝 吹　 英 二 5 新 島   金 兵 衛 1
中里　忠兵衛 4 山 田　 駒 吉 1
田 中　 平 八 3 飯 島　 勇 造 1
堀越　久三郎 3 笠 原 　 恵 1
上原四郎左衛門 2 青 木　 角 造 1
髙 木　 三 郎 2 中 村　 碌 郎 1
渡邊　福三郎 2 計 27 名 76

第 4 表　連合生糸荷預所株主と持株

出典　藤本實也著「開港と生糸貿易」下巻から作表
（注）1株 1,000 円
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これに対して、外商側の代表であるウイ
ルキン会長（バビエル商会）外 36 商会か
らは、横暴な連合生糸荷預所の行為だとし
て、一切取引を行わないという回答をして
きました。
予期しない回答に驚いた連合生糸荷預所

側は、再度外商側に内容を理解の上、協力
するように要請しました。
承服できない外商側は、日本国内の地方

荷主に対して、連合生糸荷預所はギルドで、
２、３の商人が特別な利益を得る組織であ
る。一般の商人の妨害になる組織なので、
直接外国商館に出荷をして荷預所を立ち往
生させるよう誘導の通知文を出し対抗をは
じめました。
これに対して連合生糸荷預所も、国内の

地方荷主や製糸業者に、今までの外商の一
方的な悪徳商法を伝え、自分たちの商権回
復を訴える檄

げきぶん

文（相手の罪悪をあげ、自分
たちの主張を大衆に告げる文書）を出し、
荷預所への協力を求めました。
このようにして、日本商人と外商は対立

したまま生糸取引は停止し、両者が攻撃、

反
はんばく

駁を繰り返し、泥沼にはまった闘争へと
進展していきました。
国内の業者は荷預所の闘争に賛同し協力

しましたが、この間、中には違反者が現れ、
足並みが乱れ亀裂を生じることも起こりま
した。
時の米国公使は、この紛糾事態を大いに

憂い、同年 11月 2日、渋沢栄一・益田孝、
外商のウイルキンとウオルシを招き会食を
しながら和解に向けた示談をすすめまし
た。
この結果、渋沢と益田は、この闘争の解

決策として共同倉庫を設立するという提案
をし、ウイルキンらの同意を得ることがで
き、取引停止から２か月後、ようやく和解
をすることができました。
この闘争の結末は、日本側の勝利にはな

らず、単に取引活動を停止していたに過ぎ
ませんでした。
しかし、日本側にとって、外商が開港以

来要求していた産地直接取引だけは、阻止
することができたことが、せめてもの救い
だったといえましょう。

こいずみ　かつお
シルク博物館　元部長
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登録コーディネーター一覧

（注）標記名簿は公表を了承された方のみ掲載しております。

登録番号 氏　　名 　　　　所属・役職名
２１－０２６ 青 山　　　  繁 株式会社二葉きもの営業部
２１－０２１ 秋 山　　    徹
２０－０６７ 秋 山　 眞 和 ㈱あきやま綾の手紬染織工房主宰
２０－０５２ 旭 　  　  利 彦 ロード・ニジュウイチ株式会社
２０－０１３ 阿 部   末 男 岩手県養蚕活性化推進協議会代表
２０－０３６ 阿 部　 雅 一 株式会社マルシバ
２１－００３ 天 野   三 吉 富士吉田織物協同組合開発部長
２１－０１５ 新 井　 園 恵 新啓織物
２１－０１４ 新 井　 教 央 新啓織物
２１－０１１ 碇 山　 俊 光 西陣織工業組合専務理事
２０－００６ 石 田　 克 己 二十一世紀の絹を考える会世話人代表
２０－０１９ 伊 藤　 公 一 株式会社伊と幸代表取締役社長
１９－０１４ 今 村　 幸 文 碓氷製糸農業協同組合製造部長
２０－０５９ 宇 野　 浩 嗣 京丹後市商工観光部丹後の魅力綜合振興課主任
２１－０２９ 内 海　 康 治 有限会社内海呉服店きもの千歳屋代表取締役
２０－０４１ 梅 田　 幸 平 有限会社幸和代表取締役
２１－０２３ 江　口　　純一郎 日本刺繍紅会養蚕・繰糸担当
１９－０１０ 遠 田　 寿 之 松岡株式会社監査役
２０－０４８ 大 野 　    章 勝山織物株式会社
２０－０６３ 大 竹　 史 朗 有限会社大竹商店代表取締役
２１－００１ 岡 田　 心 平 株式会社あきやま常務取締役
２２－００１ 奥 澤　 武 治 奥順株式会社専務取締役　
２１－００７ 小 倉　 進 吾 株式会社小倉商店
２０－０４４ 小此木 　　エツ子 多摩シルクライフ２１研究会代表
２１－００５ 小山田 　　　　勉 株式会社オヤマダ代表取締役社長
２０－０３７ 角　谷　　美和子 ハクビ京都きもの学院学院長
２１－００４ 柏 木  　 幹 弘 有限会社カシワギ代表取締役社長
２０－０３５ 片 山　 政 明 山形県養蚕産地推進員
２０－０４９ 勝 山　 健 史 勝山織物株式会社専務取締役
２０－０６４ 加 藤　 洋 次 株式会社加藤技術士事務所所長
１９－０２１ 門 倉　 重 行 門倉メリヤス株式会社代表取締役
２０－０３０ 金 井　 史 郎 東北撚糸株式会社代表取締役社長
２０－０２５ 亀 井　 修 一 株式会社伊と幸営業部
１９－０２２ 川 瀬　 久 弥 樋口株式会社工場長
２０－０４３ 河 田　 芳 宏 河芳織物有限会社代表取締役
２０－０２０ 北 川　　    幸 株式会社伊と幸取締役社長室長
２０－０３２ 北 丸　　    豊 豊栄繊維株式会社代表取締役社長
１９－０１９ 木　下  　　幸太郎 株式会社マルシバ代表取締役社長
２１－０２０ 木 村　 正 一 山形県先進国型養蚕推進協議会事務局長
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登録番号 氏　　名 　　　　所属・役職名
２０－００９ 草 間　 健 一 株式会社草間商会代表取締役
２０－０６６ 黒 田　 秀 樹 株式会社伊と幸和装部次長
１９－０１３ 小板橋  　広　行 碓氷製糸農業協同組合参事
２０－０６１ 小 口　 和 興 株式会社帛撰代表取締役
２１－００２ 小 林   嘉 朗 有限会社コバヤシ代表取締役
２０－００２ 薦 田　 智 昌 ロード・ニジュウイチ株式会社代表取締役
２０－０１２ 昆 野　 和 夫 前いわい東農業協同組合養蚕農家指導担当
２０－０４５ 境    　 京 子 多摩シルクライフ２１研究会
２１－０２５ 酒 井　　    進 有限会社酒井代表取締役
２０－０７４ 佐々木　　祥　一 株式会社川島織物セルコン
２０－００１ 笹 口　 晴 美 有限会社ミラノリブ代表取締役
１９－０１２ 佐 藤　 信 行 松岡株式会社常務取締役
２０－００４ 佐 藤　 幸 香 「香染」工房主宰
１９－０１１ 渋 谷　 健 治 松岡株式会社シルク事業部課長
２０－０４０ 清 水　 武 彦 （有）シンセイ（信州繭ブランド織物振興会会長 )
１９－００８ 代 田　 丈 志 （財）大日本蚕糸会蚕業技術研究所上席研究員
２１－０３０ 関 根　　　  實 有限会社関根商店代表取締役
２０－０１８ 都　木　　裕一郎 ニッケン通商株式会社生糸販売担当責任者
１９－０１７ 高 橋　 耕 一 株式会社宮坂製糸所専務取締役
２０－０７５ 高 橋　 弘 直 大門屋店主
２０－０７１ 竹 下　 和 利 有限会社寿光織本舗取締役社長
２０－０７６ 田 中  　     隆 田中種株式会社代表取締役
２０－０６５ 田 中　 裕 司 株式会社布四季庵ヨネオリ代表取締役
２０－０１４ 俵　  　　 武 司 株式会社千總友仙工場代表取締役
２１－０１０ 知 識　 勝 博 宮崎県中部農林振興局営農相談員
２０－００５ 土 井　 芳 文 絹小沢株式会社業務推進役
２１－００８ 道　明　　三保子 文化女子大学文化ファッション研究機構客員研究員
２０－０７７ 堂 本  　　   正 田中種株式会社営業部長
２１－０１７ 土　肥　　光四郎 株式会社トキワ商事代表取締役会長
２１－０１２ 富 田　　    篤 株式会社富田染工芸代表取締役
２０－０５３ 内 藤　 吉 雄 元艶金興業株式会社
２０－０５８ 永 岩　 則 子 長崎絹業探究所所長
２０－０６０ 中 尾　 浩 祥 株式会社丸万中尾取締役
２１－００６ 中 澤    　   豊 株式会社山桜代表取締役社長
２０－０７２ 中 島　 洋 一 玉川大学非常勤講師
２１－０２７ 長 島　   　  誠 長島繊維株式会社
２０－０５７ 中 野　　    豊 長崎絹業探究所製作担当
２０－０３１ 中　谷　　比佐子 株式会社秋櫻舎代表取締役社長
２０－０１６ 西 尾　 仁 志 有限会社西尾呉服店代表取締役
２１－０２２ 似 内　 久 俊
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登録番号 氏　　名 　　　　所属・役職名
２０－０２４ 野 中　 康 雄 株式会社伊と幸和装部次長
１９－０１５ 萩 原　 和 憲 碓氷製糸農業協同組合総務主任
１９－０１８ 服 部　 芳 和 有限会社織道楽塩野屋代表
２０－０５６ 林    　 太 一 昭和撚糸工業株式会社
２０－０３８ 原 田　 晶 三 アンファンテリブル代表
２０－０１５ 原 田　 尹 文 有限会社ハラダ代表取締役
２０－０２７ 東　　　  宣 江 群馬県蚕糸館主宰
２０－００８ 兵 頭　 眞 通 愛媛蚕種株式会社代表取締役
２０－００７ 深 田　 祥 二 株式会社深田商店専務取締役
２０－０３９ 福 田　　    隆 株式会社龍工房代表取締役
２０－０５０ 福 地　 圭 一 丸八生糸株式会社
１９－０２３ 福 永　 吉 穂 江一株式会社原糸事業部長
２０－０４６ 藤 井　 浩 一 藤井絞株式会社取締役部長
２０－０６９ 藤　井  　美登利 川越むかし工房代表　
２１－０２８ 藤 本　 昌 孝 ミロス株式会社代表取締役
２０－０１１ 星 野　 伸 男 新増澤工業株式会社代表取締役
２０－０５５ 堀 内　 新 也 農業、地域（繭）マイスター
２０－０５１ 舞 鶴　 一 雄 株式会社西陣まいづる代表取締役社長
２１－０１３ 眞 浦　 正 徳 山梨県中小企業団体中央会応援コーディネーター
２１－０１９ 前 田　 市 郎 株式会社前田源商店取締役
２０－０５４ 前 田　 勝 臣 株式会社日本クリエイティブセンター代表取締役
２０－０１０ 前 田　　    進 有限会社スリーエスプランニング代表取締役
２０－０４７ 松　井　　慎一郎 加賀グンゼ株式会社代表取締役
２０－０２８ 松 澤 　 清 典 松澤製糸所
２０－０３３ 松 本　 信 孝 有限会社ハック代表取締役
１９－０１６ 宮 坂　 照 彦 株式会社宮坂製糸所代表取締役
２０－０２６ 宮　沢　　巳起代 有限会社塩野屋東京事務所スタッフ
２０－０２２ 宮　   　  忠 光 株式会社伊と幸取締役副部長
２０－０２１ 本 橋　 伸 夫 株式会社伊と幸取締役営業本部長
２０－０７０ 藪 内　 猛 之 株式会社ヤブウチ代表取締役
２０－０７８ 藪 垣 　 茂 仁 田中種株式会社仕入担当
２０－０６８ 山 口　 治 之 丹波生糸株式会社代表取締役
２１－０１８ 山 崎　 泰 洋 山崎織物株式会社代表取締役
２０－０１７ 山 根　 敏 男 松村株式会社繊維原料部部門長
２０－０６２ 吉　川　　幸四郎 有限会社吉川商事代表取締役
２０－０７３ 渡 邉　 健 次 渡文株式会社代表取締役専務
２０－０２９ 渡 邊　 英 夫 橋本レース株式会社
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純国産絹マーク使用許諾者及び主な絹製品名一覧
純国産絹マーク使用許諾者及び主な絹製品名一覧　　　 平成 22 年４月 13 日現在

表示者登録番号 企業名 主な絹製品名
1 株式会社 千總 後染織物（訪問着・付下・　色無地、振袖）、胴裏地
2 株式会社 織匠田歌 先染反物、先染帯
3 有限会社 ミラノリブ 洋装品（婦人服（トップス、ボトム）、ソックス、ショール、ストール、スカーフ、ネクタイ、ニットタイ、ベスト）
4 株式会社 丸上 後染反物（色無地、小紋、付下、黒紋付）
5 株式会社 坂本屋 後染反物（色無地）、胴裏絹（灰汁浸け加工）
6 有限会社 平原 後染反物（色無地、黒紋付）
7 株式会社 信盛堂 後染反物（色無地、黒紋付）
8 株式会社 きものアイ 後染反物（色無地）
9 株式会社 上庵 後染反物（色無地、黒紋付）
10 有限会社 樹 後染反物（色無地、黒紋付）
11 株式会社 銀座もとじ 白生地、後染反物、大島紬、結城紬、染織作家製品、八掛、御召
12 河瀬満織物 株式会社 先染帯
13 有限会社 織匠小平 先染帯
14 門倉メリヤス 株式会社　 洋装品（紳士靴下、ジャケット、セーター、カーディガン、パンツ、スカート、帽子）
15 株式会社 結華 後染反物（色無地、黒紋付）
16 株式会社 絹回廊 後染反物（色無地）
17 有限会社 琴路屋 後染反物（色無地、黒紋付）
18 有限会社 大善屋呉服店 後染反物（色無地、黒紋付）
19 丸善本店 後染反物（色無地、黒紋付）
20 呉服のささき 後染反物（色無地、黒紋付）
21 日本蚕糸絹業開発協同組合 胴裏、長襦袢地、白生地、八掛、比翼地、後染反物（作家もの、黒紋付）
22 宮階織物 株式会社 先染反物、後染反物
23 ２１世紀の絹を考える会 帯（草木染袋帯、唐織袋帯、先染袋帯 )、後染反物（色無地、訪問着）
24 碓氷製糸農業協同組合 白生地
25 丸幸織物 有限会社 白生地
26 織匠　万勝 帯地、先染着尺、後染着尺
27 有限会社 織道楽塩野屋 洋装品（（マフラー、シャツ）、ニット（ウォーマー・腹巻、手袋・靴下））
28 株式会社 丸万中尾 後染反物（江戸小紋、色無地、変一越）、帯
29 株式会社 むらかね 後染反物（色無地、黒紋付）
30 株式会社 高島屋 後染反物 ( 振袖、七五三着物 )、長襦袢地
31 株式会社 さが美 後染反物 ( 冬用・夏用黒紋付、色無地）
32 有限会社 まるけい 後染反物 ( 色無地、黒紋付）
33 有限会社 特選呉服専門店後藤 後染反物 ( 色無地、黒紋付）
34 株式会社 小いけ 後染反物 ( 色無地、黒紋付）
35 株式会社 伊と幸 後染反物 ( 色無地 )、白生地
36 株式会社 四季のきもの  おおにし 後染反物（色無地、黒紋付）
37 株式会社 和幸 後染反物（色無地、黒紋付）
38 株式会社 桝屋高尾 帯（袋帯）
39 株式会社 つるや 後染反物（色無地、黒紋付）
40 株式会社 越後屋 後染反物（色無地、黒紋付）
41 株式会社 小倉商店 先染反物（結城紬）、帯（結城紬）
42 染織家 柳 崇 先染反物、帯
43 染織家  児玉　京子 先染反物
44 草木染工房山村 先染反物、帯、ストール 
45 手織り　よおん 先染反物、帯
46 祝嶺染織研究所 先染反物、帯
47 株式会社 龍工房 組紐
48 からん工房 先染反物（紋絽）、先染反物（絣）、帯
49 たわた工房 先染反物、帯
50 山音 株式会社 後染反物（変三越、駒絽）
51 やまと 株式会社 後染反物
52 株式会社 御薗織物 先染反物、帯
53 桜井 株式会社 帯
54 有栖川織物 有限会社 帯
55 太田和 株式会社 先染反物（結城紬）、帯（結城紬）
56 株式会社 岩田 帯
57 有限会社 神原呉服店 後染反物（色無地、黒紋付）
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表示者登録番号 企業名 主な絹製品名
58 浅山織物 株式会社 帯
59 株式会社 やまと 帯
60 田中種 株式会社 後染反物 ( 小紋 )
61 株式会社 京扇 後染反物（色無地）、胴裏絹（パールトーン加工）
62 株式会社 なごみや 後染反物（色無地、黒紋付）
63 丸池藤井 株式会社 後染反物（色無地）、八掛
64 久保商事 株式会社 和装小物（帯揚）、和装小物（半衿）
65 加賀グンゼ　株式会社 胴裏地
66 千切屋　株式会社 後染反物（訪問着、付下）、帯
67 荒川 株式会社 帯〆、帯揚
68 第一衣料 株式会社 後染反物（色無地）
69 株式会社 紅輪 後染反物（色無地）
70 装いの道 株式会社 胴裏絹（トルマリン加工、灰汁浸け加工） 
71 株式会社 髙橋屋 胴裏絹（灰汁浸け加工）
72 おお又 株式会社 胴裏絹（灰汁浸け加工） 
73 株式会社 天野屋呉服店 胴裏絹（灰汁浸け加工）、白生地
74 株式会社 きもの潮見 胴裏絹（パールトーン加工）
75 株式会社 とみひろ 胴裏絹（酵素精練）
76 株式会社 細安 胴裏絹（酵素精練） 
77 京和きもの 株式会社 胴裏絹（酵素精練） 
78 株式会社 まるため 胴裏絹（トルマリン加工、パーリー加工）
79 株式会社 小川屋 胴裏絹（トルマリン加工、灰汁浸け加工）
80 株式会社 エムラ 胴裏絹（酵素精練）
81 株式会社 荒井呉服店 胴裏絹（酵素精練）
82 株式会社 牛島屋 胴裏絹（酵素精練）
83 株式会社 谷呉服店 胴裏絹（酵素精練）
84 株式会社 登美屋 胴裏絹（パールトーン加工）
85 株式会社 川平屋 胴裏絹（パールトーン加工）
86 丸専第一衣料 株式会社（丸専きもの）胴裏絹（パールトーン加工）
87 株式会社 大丸松坂屋百貨店 胴裏絹（錦秋×鐘和）
88 西陣織工業組合 洋装品（マフラー）
89 株式会社 あきやま 先染反物、洋装品（ショール、マフラー）
90 藤井絞 株式会社 後染反物（色無地）
91 株式会社 川まん 白生地
92 有限会社 結城屋 白生地
93 株式会社 ウメショウ 白生地
94 株式会社 大徳 後染反物（色無地）
95 有限会社 カシワギ 寝具寝装品（冬用・夏用・合用薄絹ふとん、ブランケット）、

洋装品（スカーフ、ストール、ネクタイ、シャツ、スーツ）
96 株式会社北尾織物匠 袋帯、名古屋帯 
97 株式会社平田組紐 帯締、帯締（金銀糸 5%以上）、羽織紐（男物、女物）
98 株式会社菱健 後染反物（色無地）
99 西野株式会社 帯締、帯締（金銀糸 5%以上）
100 京商株式会社 後染反物（色無地、黒紋付）
101 株式会社猪井 後染反物
102 株式会社たちばな 後染反物
103 株式会社丸富美 後染反物（色無地）
104 株式会社絹もの屋まつなが 後染反物（色無地）
105 株式会社山正山崎 後染反物（色無地）
106 有限会社こくぶん呉服店 後染反物（色無地）
107 株式会社染織近藤 後染反物（色無地）
108 株式会社宮川呉服店 後染反物（色無地）
109 株式会社和らいふ 後染反物（色無地）
110 有限会社きものいなもと 後染反物（色無地）
111 株式会社世きね 後染反物
112 株式会社西陣まいづる 袋帯（金銀糸 5%以上）
113 奥順 株式会社 先染反物（結城紬）、帯（結城紬）
114 りょうぜん天蚕の会 天蚕紬糸ショール、天蚕ハイブリットショール
115 有限会社金屋 後染反物（色無地）
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蚕糸関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

蚕糸・織物関連の展示を目的としている施設
ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310
米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 87 0238-22-1325
かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13 －１ 024-565-4889
群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300
前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875
織物参考館 “紫”（ゆかり） 376-0034 群馬県桐生市東 4丁目 2番 24 号 0277-45-3111
片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2丁目 135 番地 048-522-4316
きもの芸術館（（財）日本きもの文化協会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286
東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2-24-16 042-388-7163
文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3-22-7 03-3299-2387
絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989-2 0426-76-4064
シルク博物館 231-0023 神奈川県横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841
絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800
岡谷蚕糸博物館 394-0028 長野県岡谷市本町 4丁目 1番 39 号 0266-22-5854
浦野染織資料博物館 393-0066 長野県諏訪郡下諏訪町曙町 5350 0266-27-8503
常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1-10-3 笠原工業（株）内 0268-22-1230
駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381
キナーレきもの歴史館 948-0003 新潟県十日町市本町 6十日町ステージ越後妻有交流館内 0257-52-0117
まゆの資料館 410-3612 静岡県賀茂郡松崎町宮内 263-2 0558-42-3912
石川繊維資料館 400-0886 愛知県豊橋市東小田原町 109-1 0532-52-5265
川島織物セルコン、織物文化館 601-1123 京都府京都市左京区静市市原町 265 075-741-4120
西陣織会館 602-8216 京都府京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231
織成館 602-8482 京都府京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020
グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050
上垣守国養蚕記念館 667-0311 兵庫県養父市大屋町大家市場 117 0796-69-1580
西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8号 177 番地１ 0894-72-3710
蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町甲 1577 番地 0889-26-1002
展示の一部に蚕糸・織物関連がある施設
三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204-1 059-293-0010
佐野市郷土博物館 327-0003 栃木県佐野市大橋町 2047 0283-22-5111
大間々町歴史民族館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123
羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561
豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619-1 055-269-3399
日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196-1 0263-47-4515
長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000
須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2丁目 4番 1号臥竜公園内 026-245-0407
上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564-1 0268-42-2158
海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000
十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531
美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299-1 0574-28-1110
その他関連施設
原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 16 0238-22-8141
夕鶴の里資料館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025-2 0238-47-5800
松ヶ丘開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ丘 29 0235-62-3985
結城紬関連施設（結城市伝統工芸館） 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018-1 0296-32-7949
たくみの里木織の家「橡」（つるばみ） 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-1308
調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3-26-2 0424-81-7656
相模田名民家資料館 229-1124 神奈川県相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118
安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618-4 0263-83-3835
上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3番 3号（上田城跡公園内） 0268-22-1274
塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227-1 0257-82-4888
手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1-8-25 0258-83-4800
白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859
手おりの里、金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131
織元田勇（田勇機業株式会社） 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 0772-72-0307
まゆ村 616-8384 京都府京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564
シルク染め織り館 699-5216 島根県鹿足郡津和野町池村 1997-4 0856-74-0784
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蚕糸関係団体ホームページ一覧
平成22年４月 22 日現在

【行　政】
農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp/

【蚕糸絹業関係団体】
（財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（社）日本絹業協会（ｼﾞｬﾊﾟﾝｼﾙｸｾﾝﾀ -） http://www.silk-center.or.jp
（社）日本生糸問屋協会 http://homepage1.nifty.com/nittonkyo/
（財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp/
丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp/
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp/
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp/
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp/
京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html

（財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www.kougei.or.jp/

【大学・試験研究機関】
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室

http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html
（国）東京農工大学農学部生物生産学科 http://www.tuat.ac.jp/~aaseisan/
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei/
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp/
（国）京都工芸繊維大学 http://www.kit.ac.jp/
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp/
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）北海道大学応用分子生物学講座 http://www.hokudai.ac.jp/agricu/organization/bunya/l_in_bunshi_seibuts.html
（国）九州大学大学院遺伝育種学講座蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/agpm/sangaku/
（国）九州大学大学院遺伝子資源工学専攻 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/grt/igr/new_lab/index.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース http://www.news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department/bio/biofunc/index.html
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（独）農業生物資源研究所 http://www.nias.affrc.go.jp
（財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所 http://www.silk.or.jp/silk_kagaku/index.html
（財）大日本蚕糸会　蚕業技術研究所 http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.html
群馬県蚕糸技術センター   （群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞蚕糸技術センター）
　 http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=50545
群馬県繊維工業試験場   （群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞繊維工業試験場）
　http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=59241
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.silk.pref.kyoto.jp/index-sub.html
京都市産業技術研究所繊維技術センター http://www.ktri.city.kyoto.jp/mainpage/sikenjo.html

【学　会】
日本シルク学会 http://www.silk.or.jp/ssstj/
日本蚕糸学会 http://wwwsoc.nii.ac.jp./jsss2/

【博物館】
（財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 http://www.silkmuseum.or.jp/
群馬県立日本絹の里 http://www.nippon-kinunosato.or.jp/
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum/index.html
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���� � �� ����� ���� ������ ���� ����� ����� ������ �����
�� ����� ���� ������ ���� ����� ���� ������ �����
�� ����� ���� ������ ���� ����� ���� ������ �����

���� � � ����� ���� ������ ���� ����� ����� ������ ����
� ����� ���� ������ ����� ����� ���� ������ ����
� ����� ���� ������ ����� ����� ���� ������ ����
� ����� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
� ����� ���� ������ ����� ����� ���� ������ ����
� ����� ���� ������ ���� ����� ����� ������ ����� ����� ���� ������ ���� ����� ����� ������ ����
� ����� ���� ������ ���� ����� ����� ������ ����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
� ����� ���� ������ ���� ����� ���� ������� �����
�� ����� ���� ������ ���� ����� ���� ������ �����
�� ����� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
�� ����� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����

���� � � ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ �����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ �����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
� ��� ���� ������ ���� ����� ����� ������ ����
� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
�� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
�� ��� ���� ������ ���� ����� ���� ������ ����
�� ��� ���� ������ ���� ����� ����� ������ �����
� �� ��� ��� � � ��� ��� �� ������ ����� ����� �����
� ������ ���� ����� �����
� ������ ���� ����� �����
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������� ��� ������ ��� ��� ��� ����� ��� ����� ��� ����� �����

������� ����� ������ ����� ��� ������ ����� ����� ����� ����� ����� �����

������� ����� ������ ����� ��� ������ ����� ����� ����� ����� ����� �����

���� � � ������� ��� ������ ����� ��� ���� ����� ����� ����� ����� ����� �����

� ������� ��� ������ ����� ��� ������ ����� ����� ����� ����� ��� ����

� ������� ����� ������ ����� ��� ������ ����� ����� ����� ��� ��� ���

� ������� ����� ������ ����� �� ������ ����� ����� ����� ����� ��� �����

� ������� ����� ������ ����� ��� ���� ����� ��� ����� ������ ����� �����

� ������� ����� ������ ������ ��� ������ ����� ������ ����� ������ ����� ������

� ������� ����� ������ ��� ��� ������ ����� ����� ����� ��� ����� ���

� ������� ����� ����� ����� ��� ���� ����� ����� ����� ����� ����� ���

� ������� ����� ������ ��� ��� ���� ����� ��� ����� ����� ��� �����

�� ������� ����� ������ ����� ��� ���� ����� ����� ����� ����� ����� ������

�� ������� ����� ������ ��� ��� ������ ����� ��� ����� ����� ����� ���

�� ������� ����� ������ ����� ��� ����� ����� ������ ����� ������ ����� �����

���� � � ������� ����� ������ ����� ��� ������ ����� ��� ����� ����� ����� �����

� ������� ����� ����� ������ ��� ������ ����� ������ ����� ����� ��� ������

� ������� ����� ������ ����� ��� ����� ����� ����� ����� ������ ��� ������

� ������� ����� ������ ����� ��� ����� ����� ����� ����� ����� ��� �����

� ������� ��� ������ ����� ��� ������ ����� ����� ����� ����� ����� �����

� ������� ��� ������ ����� ��� ����� ����� ����� ����� ��� ����� ���
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� ������� ��� ����� ����� ��� ����� ����� ����� ����� ��� ��� ���
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�������

����� ����� �����

�� �� ��
�� Japan 880 780 683

�� China 545,497 480,774 547,091

��� India 128,000 117,000 120,000

���� Vietnam 21,000 21,000 21,000

���� Brazil 10,238 9,966 8,005

�� Thailand 3,473 10,500 10,650

������� Uzbekistan 20,000 20,000 20,000

��� Iran 3,500 3,200 3,200

������ Indonesia 691

��� Turkey 100 169 169

����� Bulgaria 50 0.3 20

���� Greece 60 60 70

����� Philippines 28 23 22

����� Total 733,517 663,472 730,910

����� ����� �����

�� �� ��

�� Japan 626 505 433

�� China 621,461 739,715 779,261

��� India 126,000 135,000 150,000

���� Vietnam 21,000 21,000 21,000

���� Brazil 7,146 8,051 8,617

�� Thailand 10,650 10,100 1,785

������� Uzbekistan 20,000 20,000 20,000

��� Iran 2,543 2,104 1,665

������ Indonesia

��� Turkey 170 350 130

����� Bulgaria 42 65 55

���� Greece 70 100 104

����� Philippines 14.4 16 9

����� Total 809,722 937,006 983,059

���������������������������������������������������

�������������������������������������������������������

������������������������

����������������������������������������������������
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�� � �� � �� �

�� Japan 391 6,500 287 4,800 263 4,400

�� China 73,585 1,226,400 83,763 1,396,100 80,231 1,337,200

��� India 14,617 243,600 13,970 232,800 14,620 243,700

���� Vietnam 2,250 37,500 2,250 37,500 2,250 37,500

���� Brazil 1,607 26,800 1,563 26,100 1,512 25,200

�� Thailand 1,500 25,000 1,500 25,000 1,420 23,700

������� Uzbekistan 1,100 18,300 1,100 18,300 1,100 18,300

��� Iran 630 10,500 500 8,300 500 8,300

������ Indonesia 91 1,500

��� Turkey 17 300 28 500 28 500

����� Bulgaria 7 100 0 0 3 100

���� Greece 4 100 4 100 4.5 100

����� Philippines 3 100 3 100 3 100

����� Total 95,802 1,596,700 104,968 1,749,600 101,935 1,699,100

�� � �� � �� �

�� Japan 151 2,500 119 2,000 105 1,800

�� China 87,761 1,462,700 93,105 1,552,000 108,420 1,807,000

��� India 15,445 257,400 16,525 275,400 18,320 305,300

���� Vietnam 2,250 37,500 2,250 37,500 2,250 37,500

���� Brazil 1,285 21,400 1,387 23,100 1,220 20,300

�� Thailand 1,420 23,700 1,080 18,000 760 12,700

������� Uzbekistan 1,100 18,300 1,100 18,300 1,100 18,300

��� Iran 395 6,600 324 5,400 253 4,200

������ Indonesia

��� Turkey 30 500 25 400 20 300

����� Bulgaria 6 100 5 100 7.5 100

���� Greece 4 100 4 100 0 0

����� Philippines 1.1 0 1.6 0 1 0

����� Total 109,848 1,830,800 115,926 1,932,300 132,457 2,207,500

���������������������������������������������������
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��

2005 2006
����
2006/05

2006 2007
����
2007/06

2006 2007
����
2007/06

� � Shanxi 0.82 1.10 135 5,602 5,800 104 175 130 74

� � Shanghai 0.03 - - - - - - - -

� � Jiangsu 9.08 8.98 99 117,800 104,119 88 20,186 22,000 109

� � Zhejiang 7.04 7.40 105 85,122 83,900 99 19,051 18,500 97

� � Anhui 4.67 5.47 117 37,596 38,100 101 4,038 5,200 129

� � Jiangxi 1.63 1.90 116 12,110 12,400 102 1,676 2,500 149

� � Shandong 5.00 5.00 100 39,700 40,500 102 6,253 7,200 115

� � Henan 2.20 2.73 124 13,390 13,700 102 318 110 35

� � Hubei 2.53 2.79 110 15,706 15,800 101 536 470 88

� � Hunan 0.61 0.69 112 4,100 4,200 102 50 60 120

� � Guangdong 2.53 5.33 211 68,750 81,127 118 1,138 1,400 123

� � Guangxi 9.40 12.00 128 185,000 205,163 111 8,020 11,000 137

� � Chongqing 7.93 7.93 100 23,828 24,800 104 6,490 7,800 120

� � Sichuan 10.67 10.67 100 77,800 83,700 108 21,914 28,000 128

� � Guizhou 0.58 0.63 108 1,254 2,532 202 - - -

� � Yunnan 5.27 6.25 119 31,477 36,600 116 1,335 1,640 123

� � Shaanxi 4.80 5.00 104 18,498 24,600 133 1,657 2,300 139

� � Gansu 0.62 0.65 104 613 500 82 - - -

� � Ningxia 0.28 0.33 120 475 500 105 59 50 85

� � Xinjiang 0.50 0.73 145 895 200 22 - - -

� � � Inner Mong - - - - - - 208 60 28.80

� � Total 76.20 85.57 112 739,715 779,261 105 93,105 108,420 116

2006 2008
��

2008/06

702 682 97(%)

��������������

����������������������

Source: China Silk Association

Note: Total may not add up due to round off.

��������
Number of Filatures

������������������������������
  Mulberry Farm Area, Domesticated Cocoon Production,Raw Silk Production, and Number of
  Filatures in China

����
Mulberry Farm Area

������������

������
Domesticated Cocoon Production

�������������
�
Province

�����
Raw silk Production
�������������
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����������������������������������������������������������������������
�������������������������

�� ���� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���
07/06(%)

� � �������

� � �������

� � ����� 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

� � ������ 0.5 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.4 0.6 0.6 100.0

� � �
�����
�������

� � ��������

� � �����

� � � ������������

� � �������� 0.0 0.0

� � ������� 9.2 8.6 8.5 8.2 9.0 10.1 11.9 10.7 11.1 10.1 11.8 10.4 88.1

� � �������� 8.4 9.5 10.4 9.4 9.5 11.0 9.9 7.9 7.6 7.5 8.5 8.4 98.9

� � ����� 2.4 2.4 2.5 2.1 2.5 2.7 2.8 2.6 2.7 3.4 3.8 3.8 100.0

� � ������

� � ������� 0.8 0.5 0.4 0.3 0.3 0.5 0.7 0.8 1.0 1.1 1.2 1.2 100.0

� � �������� 4.1 3.4 4.2 4.2 5.3 6.9 6.9 6.7 3.5 3.7 4.0 4.0 100.0

� � ����� 1.3 1.3 0.6 1.2 1.3 1.5 1.7 1.1 0.7 0.9 1.3 1.4 107.7

� � ����� 1.2 1.2 1.4 1.4 1.2 1.2 1.3 1.2 1.1 1.4 1.6 1.6 100.0

� � ����� 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 100.0

� � ��������� 2.2 2.1 2.1 2.3 3.1 4.5 5.3 5.2 2.7 3.4 6.9 8.1 117.4

� � ������� 1.7 1.5 1.8 1.9 3.0 5.6 7.4 8.7 9.2 14.8 18.5 20.5 110.8

� � ������

� � ��������� 2.9 2.4 3.0 3.2 3.4 2.8 2.6 3.1 2.4 2.5 104.2

� � ������� 12.2 8.5 9.3 8.1 8.7 9.2 9.3 9.3 8.3 7.8 7.8 8.4 107.7

� � ������� 0.1 0.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.1 0.1 0.2 200.0

� � ������ 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 1.1 1.3 1.9 2.0 3.1 3.7 119.4

���� Tibet

� � ������� 1.5 1.4 1.6 1.5 1.5 1.6 1.7 1.9 1.6 2.0 1.8 2.5 138.9

� � ����� 0.1 0.1 0.1 0.1 100.0

� � �������

� � ������� 0.0 0.0 0.0 0.0

� � �������� 0.3 0.3 0.4 0.3 0.3 0.3 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0

� � ����� 47.1 42.3 47.5 44.7 50.1 60.2 64.5 61.1 55.0 62.2 73.9 77.9 105.4

�����������������������������������������������
�������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������
��������������������������������������������
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������� �������� ������� ��������

� ��� ����� ��������� ����� ������� �����

� ����� ������� ��������� ������ ������ ������

� ���� ����� ������� ����� ������ �����

� �� ����� ������� ����� ������ �����

� ���� ������� ������� ������ ������ ������

� �� ����������� ������� ����� ������ �����

� ����� �������� ������� ����� ����� �����

� �������� ���������� ������� ����� ����� �����

� �������� �������������������� ������� ����� ����� �����

�� �� �������� ������ ����� ����� �����

�� ��� ������ ������� ������ ������ ������

����� ���������� ����� ������� �����

������� �������� ������� ��������

� ���� ����� ������� ������ ������ ������
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�����������������
Cocoon and Raw Silk Production in Brazil

�����
Silk Year
������
(Sep-Aug)

����
Cocoon

Production
���������

��
Calendar Year

�����
Raw Silk

Production
���

�����
Raw Silk Production

�����
(Bale value)

������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� ������ ���� ��������� ������
������� 16,260 ���� ��������� ������

������ ���������
����� �����
������ ���������
����� �����
������ ���������
����� �����
������ ���������
����� �����
����� ���������
����� �����
����� ���������
������ �����
������ ���������
������ ������
����� ���������
����� ������
����� ���������
����� �����
����� ���������
����� �����
����� ���������
������ �����
����� ���������

������ ������

6,266 ���� ���������

����� �����

����� ���������

����� �����

����� �������

����� �����

�����������
�����������
�����������������������
Source: ABRASSEDA
Note: Figures in parenthesis are compared to the previous year.
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������

������� ���� ������

������� ���� ������

�������

���� ������

2006 23,121

�������

�������

20,326

������� ���� ������

������� ���� ������

��������� ���� ������

������� 2000 ������

2003 ������
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��
�����
��

�����
��

�����
��

�����
��

������
��

�����
��

�������
forecast

09/08(%)

�� �� 90 106 118 72 84 70 56

Raw Silk
Domestic
Demand

(1,500) (1,767) (1,967) (1,200) (1,400) (1,167) (933)

�� 1,057 837 676 782 876 721 624

Export (17,617) (13,950) (11,267) (13,033) (14,600) (12,017) (10,400)

� 1,147 943 794 854 960 791 680

Total (19,117) (15,717) (13,233) (14,233) (16,000) (13,183) (11,333)

��� �� 77 71 92 74 78 89 79

Twisted
Silk Yarn

Domestic
Demand

(1,283) (1,183) (1,533) (1,233) (1,300) (1,483) (1,317)

�� 431 516 454 392 274 274 145

Export (7,183) (8,600) (7,567) (6,533) (4,567) (4,567) (2,417)

� 508 587 546 466 352 363 224

Total (8,467) (9,783) (9,100) (7,767) (5,867) (6,050) (3,733)

��� �� 167 177 210 146 162 159 135

Total
Domestic
Demand

(2,783) (2,950) (3,500) (2,433) (2,700) (2,650) (2,250)

�� 1,488 1,353 1,130 1,174 1,150 995 769

Export (24,800) (22,550) (18,833) (19,567) (19,167) (16,583) (12,817)

�� 1,655 1,530 1,340 1,320 1,312 1,154 904

������ (27,583) (25,500) (22,333) (22,000) (21,867) (19,233) (15,067)

���
��

Domestic
Demand

264 123 43 84 72 76 49 64.5

Secondary
Silk Yarn

��
Export

217 386 295 241 256 182 147 80.8

��
������

481 509 338 325 328 258 196 76.0

��� 29.1 33.3 25.2 24.6 25.0 22.4 21.7

�����������

���������������������
Source: ABRASSEDA
Note: Bale value may not add up.

�����������������������������
Domestic Demand and Exports of Raw Silk, Twisted Silk Yarn and Secondary
Silk Yarn in Brazil

����������������
������������������������������������������������
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